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年
頭
所
感
　
　

芭
蕉
は
芭
蕉
、
良
寛
は
良
寛
で
あ
る
、
芭
蕉
に
な
ら
う
と
し
て
も
芭
蕉
に
は
な
り
き
れ
な
い
し
、
良
寛
の

真
似
を
し
た
と
こ
ろ
で
初
ま
ら
な
い
。

私
は
私
で
あ
る
、
山
頭
火
は
山
頭
火
で
あ
る
、
芭
蕉
に
な
ら
う
と
も
思
は
な
い
し
、
ま
た
、
な
れ
る
も
の

で
も
な
い
、
良
寛
で
な
い
も
の
が
良
寛
ら
し
く
装
ふ
こ
と
は
良
寛
を
汚
し
、
同
時
に
自
分
を
害
ふ
。

私
は
山
頭
火
に
な
り
き
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
で
あ
る
、
自
分
を
自﹅
分﹅
の﹅
自﹅
分﹅
と
し
て
活
か
せ
ば
、
そ
れ
が
私

の
道
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
×

歩﹅
く﹅
、
飲﹅
む﹅
、
作﹅
る﹅
、
　
　
こ
れ
が
山
頭
火
の
三
つ
物
で
あ
る
。

山
の
中
を
歩
く
、
　
　
そ
こ
か
ら
私
は
身
心
の
平
静
を
与
へ
ら
れ
る
。

酒
を
飲
む
よ
り
も
水
を
飲
む
、
酒
を
飲
ま
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
私
の
現
在
で
は
あ
る
が
、
酒
を
飲
む
や
う

に
水
を
飲
む
、
い
や
、
水
を
飲
む
や
う
に
酒
を
飲
む
、
　
　
か
う
い
ふ
境
地
で
あ
り
た
い
。

作
る
と
は
無
論
、
俳
句
を
作
る
の
で
あ
る
、
そ
し
て
随
筆
も
書
き
た
い
の
で
あ
る
。
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一
月
一
日
　
二
日
　
三
日
　
四
日
　
五
日
…
…
岡
山
、
稀
也
居
。

夫
、
妻
、
子
供
六
人
、
に
ぎ
や
か
だ
つ
た
。

幸
福
な
家
庭
。

た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
つ
た
。

あ
ん
ま
り
寒
い
の
で
、
九
州
へ
ひ
き
か
へ
し
て
春
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。

竹
原
の
小
西
さ
ん
夫
婦
、
幸
福
で
あ
れ
。

私
は
新
ら
し
い
友
人
を
恵
ま
れ
た
。

　
二
月
一
日
　
澄
太
居
。

澄
太
君
は
大
人
で
あ
る
、
澄
太
君
ら
し
い
澄
太
君
で
あ
る
。

私
は
友
と
し
て
澄
太
君
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
喜
び
且
つ
誇
る
。

黙
壺
居
。

黙
壺
君
も
有
難
い
友
で
あ
る
。
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初
め
て
お
目
に
か
ゝ
つ
た
小
野
さ
ん
夫
婦
に
感
謝
す
る
。

広
島
の
盛
り
場
で
私
は
風
呂
敷
を
盗
ま
れ
た
。

日
記
、
句
帖
、
原
稿
　
　
そ
れ
は
私
に
は
か
け
が
へ
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
泥
坊
に
は
何
で
も
な
い
も
の

で
あ
る
。

と
に
か
く
残
念
な
事
を
し
た
、
こ
の
旅
日
記
も
書
け
な
く
な
つ
た
、
旅
の
句
も
大
方
は
覚
え
て
ゐ
な
い
。

や
つ
ぱ
り
ぐ﹅
う﹅
た﹅
ら﹅
の
罰
で
あ
る
。

岡
山
か
ら
広
島
ま
で
の
間
で
、
玉
島
の
Ｆ
女
史
を
訪
ね
た
こ
と
も
、
忘
れ
が
た
い
旅
の
お
も
ひ
で
と
な
ら

う
。

円
通
寺
、
良
寛
和
尚
。

（
二
月
）

奈
良
、
桂
子
居
。

（
二
月
）

赤
穂
附
近
。

　
二
月
十
一
日
　
十
二
日
　
十
三
日
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今
日
か
ら
新
ら
し
く
書
き
初
め
る
。
　
　

雪
、
紀
元
節
、
建
国
祭
。

黙
壺
居
滞
在
。

第
四
句
集
雑
草
風
景
の
句
箋
を
書
く
。

こ
ゝ
で
ま
た
改
め
て
澄
太
君
の
温
情
に
触
れ
な
い
で
は
ゐ
な
い
。

　
二
月
十
四
日

日
本
晴
、
出
立
。

　
二
月
十
六
日
　
十
七
日

場
末
の
安
宿
に
て
休
養
、
い
ひ
か
へ
る
と
、
孤
独
気
分
に
な
り
き
る
た
め
に
。
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二
月
十
八
日

ぶ
ら
〳
〵
歩
い
て
宮
嶋
ま
で
、
そ
こ
で
泊
つ
た
。

　
二
月
十
九
日
　
大
霜
、
快
晴
。

生
死
去
来
は
生
死
去
来
で
あ
る
。

大
竹
に
泊
る
。

　
二
月
二
十
日
　
二
十
一
日
　
柳
井
津
滞
在
。

こ
の
日
、
こ
の
身
、
こ
の
心
。
…
…

　
二
月
廿
二
日
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白
船
老
を
訪
ね
る
、
泊
れ
と
い
ふ
の
を
ふ
り
き
つ
て
別
れ
る
。

雪
、
雪
、
酒
、
酒
、
泥
、
泥
。

　
二
月
廿
三
日

　
宮
市
の
安
宿
で
感
慨
無
量
。

　
二
月
廿
四
日
　
岔
水
居
。

あ
ゝ
友
は
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
。

　
二
月
廿
五
日
　
曇
つ
て
寒
い
。

戸
畑
へ
、
多
々
桜
君
を
訪
ね
る
。
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二
月
廿
六
日
　
廿
七
日
　
牡
丹
雪
が
降
つ
た
、
星
城
子
居
。

あ
た
ゝ
か
な
る
か
な
、
友
の
こ
こ
ろ
。

こ
ゝ
で
重
大
事
件
（
二
・
二
五
事
件
）
を
知
つ
た
。

省
み
て
、
自
分
の
愚
劣
を
恥
ぢ
る
よ
り
外
な
い
。

　
二
月
廿
八
日

八
幡
の
人
々
を
訪
ね
ま
は
る
。

井
上
さ
ん
、
仙
波
さ
ん
、
そ
の
他
。

　
二
月
廿
九
日
　
雪
、
霰
。

土
筆
君
に
招
か
れ
て
行
く
。

寝
苦
し
い
夜
が
つ
ゞ
く
、
あ
た
り
ま
へ
だ
。
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追
加

　
　
　
　
　
　
（
伊
豆
海
岸
、
信
濃
路
、
そ
の
他
に
て
）

　
　
　
ま
た
一
枚
ぬ
ぎ
す
て
る
旅
か
ら
旅
へ

　
　
　
水
の
上
は
つ
き
り
春
の
雲

　
　
　
は
て
な
き
旅
の
遠
山
の
雪
ひ
か
る

　
　
　
あ
れ
が
ふ
る
さ
と
の
山
な
み
の
雪
ひ
か
る

　
　
　
街
の
雑
音
し
づ
も
れ
ば
恋
猫
の
月

　
　
　
枯
葦
の
一
す
ぢ
の
水
の
な
が
れ

　
　
　
春
風
の
テ
ー
プ
ち
ぎ
れ
て
た
ゞ
よ
ふ

　
　
　
手
か
ら
手
へ
春
風
の
テ
ー
プ

　
三
月
一
日
　
緑
平
居
、
雪
、
霜
、
霙
。

緑
平
老
は
私
の
第
一
の
友
人
だ
。

10旅日記



　
　
　
遠
山
の
雪
ひ
か
る
ど
こ
ま
で
行
く

　
三
月
二
日

今
日
は
事
務
家
と
な
つ
て
句
集
発
送
。

雪
、
雪
、
雪
だ
つ
た
。

ヘ﹅
ツ﹅
ド﹅
ラ﹅
ン﹅
プ﹅
を
う
た
ふ
。

　
三
月
三
日

酔
う
て
、
ぬ
か
る
み
を
歩
い
て
、
そ
し
て
、
ま
た
飯
塚
へ
、
そ
れ
か
ら
二
瀬
へ
。

逢
う
て
は
な
ら
な
い
Ｋ
に
逢
ふ
た
が
。

と
ろ
〳
〵
ど
ろ
〳
〵
、
ほ
ろ
〳
〵
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
一
日
だ
つ
た
。

死
に
場
所
が
、
死
に
時
が
な
か
〳
〵
に
見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
！

　
　
　
ふ
り
か
へ
る
ボ
タ
山
ボ
タ
ン
雪
ふ
り
し
き
る
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雪
ふ
る
逢
へ
ば
わ
か
れ
の
雪
ふ
る

　
三
月
四
日
　
岔
水
居
。

何
と
い
ふ
憂
欝
、
歩
く
外
な
い
。

若
松
へ
、
多
君
に
事
情
を
打
明
け
て
旅
費
を
借
る
、
そ
し
て
門
司
へ
。

黎
君
を
訪
ね
る
、
理
髪
、
会
食
、
同
伴
で
岔
君
を
訪
ふ
。

岔
水
君
は
う
れ
し
い
人
だ
、
黎
々
火
君
も
。

さ
び
し
い
け
れ
ど
あ
た
ゝ
か
い
家
庭
。

　
三
月
五
日
　
ば
い
か
る
丸
。

神
戸
直
航
の
汽
船
に
乗
り
込
む
。

さ
よ
な
ら
、
黎
々
火
君
、
さ
よ
な
ら
、
岔
水
君
よ
。

さ
よ
な
ら
、
九
州
の
山
よ
海
よ
。
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テ
ー
プ
の
な
げ
き
。

こ
ゝ
ろ
や
す
ら
か
な
海
上
の
一
夜
だ
つ
た
。

　
三
月
六
日
　
詩
外
楼
居
。

朝
、
神
戸
着
。

上
陸
第
一
歩
、
新
ら
し
い
気
分
で
あ
つ
た
。

詩
外
楼
居
。

め
い
ろ
君
を
訪
ふ
。

あ
た
ゝ
か
く
、
ぐ
つ
す
り
睡
れ
た
、
あ
り
が
た
か
つ
た
。

詩
外
楼
君
に
感
謝
す
る
、
奥
さ
ん
に
も
。

　
三
月
七
日
　
詩
外
楼
居
。

曇
、
花
ぐ
も
り
の
や
う
な
。
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朝
湯
の
あ
つ
さ
、
こ
ゝ
ろ
よ
さ
は
。

め
い
ろ
居
を
訪
う
て
、
お
い
し
い
昼
飯
を
い
た
ゞ
く
、
そ
れ
か
ら
新
開
地
を
散
歩
し
て
、
忍
術
映
画
見
物
、

馬
鹿
馬
鹿
し
い
の
が
よ
ろ
し
い
。

賀
英
子
嬢
を
め
ぐ
ま
れ
た
め
い
ろ
君
の
よ
ろ
こ
び
を
う
た
ふ
　
　

　
　
雛
を
か
ざ
ら
う

　
　
雛
の
よ
に
う
ま
れ
て
き
た

何
だ
か
寝
苦
し
か
つ
た
。

旅
の
袂
草
の
感
想
。

　
三
月
八
日
　
愚
郎
居
。

雪
中
吟
行
、
神
戸
大
阪
の
同
人
と
い
つ
し
よ
に
、
畑
の
梅
林
へ
、
梅
や
ら
雪
や
ら
、
な
か
〳
〵
の
傑
作
で
、

忘
れ
ら
れ
な
い
追
憶
と
な
る
だ
ら
う
、
西
幸
寺
の
一
室
で
句
会
、
句
作
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
ふ
る
は
な
か

つ
た
が
、
句
評
は
愉
快
だ
つ
た
、
酒
、
握
飯
、
焼
酎
、
海
苔
巻
、
各
自
持
参
の
御
馳
走
も
お
い
し
か
つ
た
。

夕
方
私
一
人
は
豊
中
下
車
、
や
う
や
く
愚
郎
居
を
た
づ
ね
あ
て
ゝ
ほ
つ
と
し
た
、
例
に
よ
つ
て
酒
、
火
燵
、
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あ
り
が
た
か
つ
た
。

雪
は
美
し
い
、
友
情
は
温
か
い
、
私
は
私
自
身
を
祝
福
す
る
。

　
　
・
暮
れ
て
雪
あ
か
り
の
、
寝
床
を
た
づ
ね
て
あ
る
く

　
　
・
木
の
葉
が
雪
を
お
と
せ
ば
み
そ
さ
ゞ
い

　
　
・
雪
で
も
ふ
り
だ
し
さ
う
な
、
唇
の
赤
い
こ
と

　
　
・
春
の
雪
ふ
る
ヲ
ン
ナ
は
ま
こ
と
に
う
つ
く
し
い

　
　
・
春
比
佐
良
画
が
く
と
こ
ろ
の
娘
さ
ん
た
ち

　
　
・
か
ら
た
ち
に
ふ
り
つ
も
る
雪
も
し
づ
か
な
家

　
　
　
　
　
追
加
一
句

　
　
　
み
ん
な
洋
服
で
私
一
人
が
法
衣
で
雪
が
ふ
る
ふ
る

　
三
月
九
日
　
愚
郎
居
。

晴
、
雪
は
ま
だ
消
え
な
い
、
春
の
雪
ら
し
く
も
な
く
降
り
つ
も
つ
た
も
の
だ
。

整
理
、
裂
く
捨
て
る
、
洗
ふ
。
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朝
湯
朝
酒
と
は
も
つ
た
い
な
い
、
今
日
に
は
じ
ま
つ
た
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
。

ほ﹅
ろ﹅
よ﹅
い﹅
人﹅
生﹅
、
へ
ゞ
れ
け
人
生
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
、
酒
、
酒
、
肴
、
肴
と
御
馳
走
責
め
に
さ
れ
た
、

奥
さ
ん
の
手
料
理
は
お
い
し
い
。

夜
は
Ｓ
さ
ん
来
訪
、
書
い
た
り
話
し
た
り
笑
つ
た
り
。

　
　
・
火
燵
ま
で
入
れ
て
も
ろ
う
て
猫
が
お
さ
き
に

　
　
　
　
　
（
愚
郎
居
）

　
　
・
雪
あ
か
り
の
日
あ
か
り
の
池
が
あ
る
畑
が
あ
る

　
三
月
十
日

比
古
君
の
厄
介
に
な
る
。

比
古
君
は
私
に
ピ
タ
リ
と
触
れ
て
く
れ
る
、
う
れ
し
か
つ
た
。

奥
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
、
大
阪
劇
場
で
、
松
竹
レ
ヴ
ユ
ー
見
物
、
ま
こ
と
に
春
の
お
ど
り
！

夜
は
新
町
で
の
ん
き
に
遊
ぶ
。

　
　
・
こ
ど
も
に
雪
を
た
べ
さ
し
た
り
し
て
つ
ゝ
ま
し
い
く
ら
し
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・
き
た
な
い
池
に
枯
葦
の
葉
も
大
阪
が
ち
か
い

　
　
・
春
風
の
旗
が
は
た
〳
〵
特
別
興
行
と
い
ふ

　
　
・
う
ら
は
ぬ
か
る
み
の
、
女
房
ぶ
り
の
、
大
根
や
に
ん
じ
ん

　
　
・
雲
の
ゆ
き
き
の
さ
び
し
く
も
あ
る
か

　
三
月
十
一
日

ほ
つ
か
り
覚
め
る
。

新
町
の
お
茶
屋
の
二
階
、
柄
に
も
な
い
。

比
古
君
が
方
々
を
連
れ
歩
い
て
く
れ
る
。

汁
と
い
ふ
店
で
汁
を
食
べ
た
、
さ
す
が
に
大
阪
だ
と
思
つ
た
。

夜
は
ま
た
新
町
へ
。

　
三
月
十
二
日
　
曇
。
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ぶ
ら
つ
く
う
ち
に
日
が
暮
れ
た
。

比
古
居
、
蔵
の
中
に
寝
せ
て
貰
ふ
、
よ
か
つ
た
、
よ
か
つ
た
。

　
三
月
十
三
日

今
日
も
遊
び
暮
ら
す
。

　
三
月
十
四
日
　
う
ら
ゝ
か
。

松
平
さ
ん
と
同
行
し
て
、
街
は
づ
れ
の
お
宅
へ
、
し
づ
か
な
生
活
で
あ
つ
た
。

石
仏
図
を
観
せ
て
貰
ふ
、
松
平
さ
ん
は
尊
敬
す
べ
き
画
家
だ
。

　
三
月
十
五
日
　
滞
在
。

比
古
君
、
印
君
来
訪
。
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終
日
歓
談
。

　
三
月
十
六
日
　
ま
つ
た
く
春
。

十
時
出
立
、
松
原
ま
で
歩
い
て
、
そ
こ
か
ら
は
電
車
で
富
田
林
に
後
藤
さ
ん
を
訪
ふ
、
泊
め
て
貰
ふ
。

弘﹅
川﹅
寺﹅
の﹅
西﹅
行﹅
塚﹅
に
詣
で
る
。

近
在
に
は
古
蹟
が
多
い
、
楠
公
の
遺
蹟
も
所
々
に
あ
る
。

田
園
風
景
が
う
ら
ゝ
か
だ
つ
た
。

　
　
滝
池
山
弘
川
寺

　
　
　
西
行
堂
　
木
像
、
伝
文
覚
上
人
作

　
　
　
西
行
塚
　
円
信
上
人
、
西
行
法
師
の
こ
と
な
り

　
　
　
似
雲
法
師
の
墓

　
三
月
十
七
日
　
曇
、
時
々
雨
。
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八
時
出
立
、
京
都
へ
。

柏
原
ま
で
電
車
、
そ
こ
か
ら
歩
く
。

瓢
箪
山
。

河
内
平
野
、
牛
は
ふ
さ
は
し
い
。

枚
方
で
泊
る
、
う
る
さ
い
宿
だ
つ
た
。

小
楠
公
の
墓
、
大
樟
。

淀
川
風
景
は
よ
い
。

　
三
月
十
八
日
　
曇
、
肌
寒
い
、
彼
岸
入
。

早
起
出
発
。

石
清
水
八
幡
宮
。

或
る
お
婆
さ
ん
、
二
銭
の
喜
捨
拝
受
。

電
車
で
京
都
へ
、
北
朗
居
に
こ
ろ
げ
こ
む
。

北
朗
君
と
同
道
し
て
陶
工
石
黒
さ
ん
を
訪
ね
る
。
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寸
栗
子
翁
の
訃
を
聞
い
て
驚
く
、
い
よ
〳
〵
近
火
を
感
じ
る
。

夕
方
、
み
ん
な
い
つ
し
よ
に
　
　
奥
さ
ん
も
子
供
さ
ん
も
　
　
南
禅
寺
境
内
の
豆
腐
料
理
を
賞
味
す
る
、

さ
す
が
に
お
い
し
か
つ
た
。

京
都
の
豆
腐
は
う
ま
い
。

夜
は
別
れ
て
一
人
、
新
京
極
を
散
歩
す
る
、
そ
し
て
そ
こ
に
寝
て
し
ま
ふ
。

　
　
飲
む
食
べ
る
、
し
や
べ
る
ふ
ざ
け
る
、
　
　
そ
れ
だ
け
が
人
生
か
！

　
三
月
十
九
日
　
晴
。

朝
は
寒
く
昼
は
暖
か
。

ど
こ
と
い
ふ
あ
て
も
な
く
、
歩
き
た
い
方
へ
歩
き
た
い
だ
け
歩
い
た
。
　
　

八
坂
の
塔
、
芭
蕉
堂
、
西
行
庵
、
智
恩
院
、
南
禅
寺
、
永
観
堂
、
銀
閣
寺
、
本
願
寺
、
等
々
等
。

桂
子
さ
ん
か
ら
速
達
で
手
紙
を
受
取
つ
た
、
何
だ
か
誤
解
さ
れ
て
ゐ
る
、
嫌
な
気
持
に
な
つ
た
。

夜
の
北
朗
居
は
賑
や
か
だ
つ
た
、
句
会
と
い
ふ
よ
り
も
坐
談
会
だ
つ
た
。

仙
酔
楼
君
と
逢
ふ
、
ま
こ
と
に
し
ば
ら
く
だ
つ
た
。
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世
間
は
う
る
さ
い
ね
、
女
も
う
る
さ
い
ね
。

こ
だ
は
る
な
か
れ
。

自
分
の
信
ず
る
道
を
行
く
外
な
い
。

　
三
月
廿
日
　
曇
、
花
ぐ
も
り
。

朝
湯
朝
酒
。

蛇
が
穴
を
出
て
ゐ
た
。

同
人
と
共
に
北
野
吟
行
。

鷹
ヶ
峯
、
庵
、
光
悦
寺
、
金
閣
寺
、
酔
つ
ぱ
ら
う
て
、
仙
酔
楼
居
へ
自
働
車
で
送
ら
れ
る
。

　
三
月
廿
一
日
　
雨
　
　
晴
、
滞
在
。

午
后
、
物
安
居
士
、
い
く
子
刀
自
を
訪
ふ
。

愉
快
な
微
酔
。
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三
月
廿
二
日
　
晴
。

も
つ
た
い
な
や
、
け
ふ
も
朝
湯
朝
酒
。

十
時
出
立
、
宇
治
へ
。
　
　

平
等
院
、
う
ら
ゝ
か
な
栄
華
の
跡
。

汽
車
で
木
津
ま
で
行
つ
て
泊
る
。

　
三
月
廿
三
日
　
晴
。

う
ら
ゝ
か
な
雀
の
お
し
や
べ
り
。

早
朝
出
発
、
乗
車
、
九
時
大
河
原
下
車
、
途
中
、
笠
置
の
山
、
水
、
家
、
す
べ
て
が
好
ま
し
か
つ
た
。

川
を
渡
船
で
渡
さ
れ
て
、
旅
は
道
連
れ
、
快
活
な
若
者
と
女
給
ら
し
い
娘
さ
ん
ら
と
い
つ
し
よ
に
山
を
越

え
山
を
越
え
る
。

山
城
大
和
の
自
然
は
美
し
い
。
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山
路
は
快
い
、
飛
行
機
が
ま
う
へ
を
掠
め
る
。

母
と
子
と
が
重
荷
を
負
う
て
行
く
。

二
里
ば
か
り
で
名
張
川
の
岐
流
に
添
う
て
歩
く
、
梅
が
ち
ら
ほ
ら
咲
い
て
ゐ
る
。

歩﹅
﹅々

春﹅
だ﹅
、
梅﹅
だ﹅
、
月
ヶ
瀬
梅
渓
は
好
き
な
と
こ
ろ
だ
つ
た
、
だ
い
ぶ
名
所
じ
み
て
は
ゐ
る
け
れ
ど
。

　
　
　
こ
ゝ
か
ら
月
ヶ
瀬
と
い
ふ
梅
へ
橋
を
わ
た
る

バ
ス
で
上
野
町
へ
、
遊
廓
近
く
の
安
宿
に
泊
る
、
う
る
さ
い
宿
だ
つ
た
。

　
　
　
五
月
門
一
目
万
本
月
瀬
橋

　
三
月
廿
四
日
　
晴
。

芭
蕉
遺
蹟
を
探
る
　
　

故
郷
塚
、
瓢
竹
庵
。

上
野
は
好
印
象
を
与
へ
て
く
れ
た
。

阿
保
ま
で
三
里
、
う
ら
ゝ
か
な
道
。

阿
保
か
ら
津
ま
で
電
車
。
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津
は
い
か
に
も
城
下
ら
し
い
お
ち
つ
い
た
都
会
で
あ
つ
た
、
梅
川
屋
と
い
ふ
の
に
泊
る
、
一
宿
二
飯
で
三

十
四
銭
！

二
角
さ
ん
を
訪
ね
て
御
馳
走
に
な
る
。

　
三
月
廿
五
日

朝
、
都
影
さ
ん
を
訪
ね
る
、
二
角
君
に
連
れ
ら
れ
て
、
都
影
さ
ん
は
一
見
好
き
に
な
れ
る
人
だ
。

自
働
車
と
い
ふ
も
の
も
よ
し
わ
る
し
だ
と
思
ふ
。

二
角
君
に
案
内
さ
れ
て
山
田
へ
。

内
宮
外
宮
は
た
ゞ
あ
り
が
た
か
つ
た
と
い
ふ
よ
り
外
は
な
い
。

二
見
ヶ
浦
。

　
　
裸
木
塚

　
　
芭
蕉
塚

　
　
平
□
塚

都
影
居
泊
、
私
に
は
ぜ
い
た
く
す
ぎ
る
ほ
ど
だ
つ
た
。
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夜
は
自
家
用
で
白
子
町
ま
で
ド
ラ
イ
ヴ
、
都
影
君
は
ド
ク
ト
ル
と
し
て
、
私
は
妙
な
お
客
さ
ん
と
し
て
。

　
　
　
お
ち
つ
い
て
し
づ
け
さ
は
青
木
の
実

　
　
　
　
　
（
比
古
君
か
印
君
に
）

　
　
　
鎧
着
て
お
よ
ろ
こ
び
申
す
春
の
風
吹
く

　
　
　
　
　
（
弘
川
寺
）

　
　
　
春
の
山
鐘
撞
い
て
送
ら
れ
た

　
　
　
け
ふ
の
よ
ろ
こ
び
は
山
ま
た
山
の
芽
ぶ
く
色

　
　
　
ち
ん
ぽ
こ
の
湯
気
も
ほ
ん
に
よ
い
湯
で

　
　
　
　
　
（
京
都
）
東
山

　
　
・
旅
は
笹
山
の
笹
の
そ
よ
ぐ
の
も

　
　
　
ま
る
い
山
を
ま
へ
に
酔
つ
ぱ
ら
ふ

　
　
　
松
笠
の
落
ち
て
ゐ
る
だ
け
で

　
　
　
こ
ん
や
は
こ
ゝ
で
雨
が
ふ
る
春
雨

　
　
・
旅
の
袂
草
の
こ
ん
な
に
た
ま
り
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ぬ
か
る
み
も
春
ら
し
く
堀
り
か
へ
し
て
ゐ
る

　
　
　
　
　
（
宇
治
）

　
　
　
う
ら
ゝ
か
な
鐘
を
つ
か
う

　
　
　
御
堂
の
さ
び
も
春
の
さ
ゞ
な
み

　
　
・
春
日
へ
扉
ひ
ら
い
て
南
無
阿
弥
陀
仏

　
　
・
た
ゞ
ず
め
ば
風
わ
た
る
空
の
遠
く
遠
く

　
　
　
　
　
（
月
ヶ
瀬
へ
）

　
　
　
落
葉
ふ
る
岩
が
腰
か
け
と
し
て

　
　
・
ど
こ
で
倒
れ
て
も
よ
い
山
う
ぐ
ひ
す

　
　
　
落
葉
し
て
あ
ら
は
な
る
巌
が
つ
ち
り

　
　
　
蕗
の
と
う
あ
し
も
と
に
一
つ

　
　
　
後
に
な
り
先
に
な
り
梅
に
ほ
ふ

　
　
　
　
　
（
伊
勢
神
宮
、
五
十
鈴
川
）

　
　
　
そ
の
な
が
れ
に
く
ち
そ
ゝ
ぐ

　
　
　
た
ふ
と
さ
は
ま
つ
し
ろ
な
る
鶏
の
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若
葉
の
に
ほ
ひ
も
水
の
よ
ろ
し
さ
も
ぬ
か
づ
く

　
　
　
　
　
（
二
見
ヶ
浦
）

　
　
　
春
波
の
お
し
よ
せ
る
砂
に
ゑ
が
く

　
　
　
旅
人
と
し
て
小
雪
ち
ら
つ
く
を

　
　
　
　
　
（
津
に
て
）

　
　
・
け
ふ
は
こ
ゝ
に
き
て
枯
葦
い
ち
め
ん

　
　
・
麦
の
穂
の
お
も
ひ
で
が
な
い
で
も
な
い

　
　
　
こ
ど
も
と
い
つ
し
よ
に
ひ
よ
ろ
〳
〵
つ
く
し

　
　
　
春
の
夜
の
近
眼
と
老
眼
と
こ
ん
が
ら
が
つ
て

　
　
　
影
は
竹
の
葉
の
晴
れ
て
き
さ
う
な

　
　
　
春
め
く
雲
で
う
ご
か
な
い

　
　
　
　
　
（
辨
天
島
）

　
　
　
す
う
つ
と
松
並
木
が
、
雨
も
春

　
　
　
と
ほ
く
白
波
が
見
え
て
松
の
ま
が
り
や
う

　
　
　
裸
木
に
一
句
作
ら
し
た
と
い
ふ
猿
が
し
よ
ん
ぼ
り
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ぬ
く
い
雨
と
な
る
砂
の
足
あ
と

　
　
　
ど
う
や
ら
晴
れ
て
る
花
ぐ
も
り
の
水
平
線

　
　
・
春
の
海
の
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
漕
い
で
く
る

　
　
　
こ
れ
か
ら
旅
も
、
さ
く
ら
咲
き
だ
し
た

　
　
・
茶
ど
こ
ろ
の
茶
の
木
畑
の
春
雨

　
三
月
廿
六
日
　
あ
た
ゝ
か
く
。

病
室
の
二
階
一
間
を
占
領
し
て
終
日
、
読
む
、
書
く
、
飲
む
。
…
…

　
三
月
廿
七
日

九
時
の
列
車
に
て
出
立
、
さ
よ
な
ら
、
さ
よ
な
ら
、
あ
り
が
た
う
、
あ
り
が
た
う
。

途
中
、
四
日
市
下
車
、
折
か
ら
開
催
中
の
博
覧
会
見
物
、
つ
ま
ら
な
か
つ
た
。

都
影
君
か
ら
貰
つ
た
正
宗
を
ラ
ツ
パ
の
み
し
た
の
は
お
も
し
ろ
か
つ
た
。
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夕
方
、
津
島
君
、
お
も
ひ
で
の
道
を
た
ど
つ
て
漁
眠
洞
訪
問
、
な
つ
か
し
い
家
庭
で
あ
る
、
坊
ち
や
ん
は

よ
い
児
だ
。

　
鉦
た
ゝ
き
が
鉦
を
た
ゝ
い
て
ゐ
る

な
ど
ゝ
俳
句
す
る
、
ま
だ
小
学
二
年
な
の
に
。

　
　
　
ひ
さ
し
ぶ
り
の
話
が
つ
き
な
い
夜
の
雨
に
な
り

　
三
月
廿
八
日
　
曇
。

身
辺
整
理
。

坊
ち
や
ん
お
嬢
さ
ん
同
行
で
、
木
曽
川
あ
た
り
へ
遊
ぶ
、
お
辨
当
に
家
人
の
心
づ
く
し
が
こ
め
ら
れ
て
ゐ

た
、
酒
　
　
そ
れ
は
私
に
だ
け
の
　
　
に
は
殊
に
。
　
　

鈴
鹿
山
が
ひ
か
る
、
伊
吹
山
も
。

風
が
出
た
、
風
は
何
よ
り
も
い
つ
も
寂
し
い
。

め
づ
ら
し
い
よ
い
遊
び
の
一
日
で
は
あ
つ
た
。
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三
月
廿
九
日
　
晴
。

朝
酒
は
あ
り
が
た
す
ぎ
る
。

私
を
旅
に
出
て
来
て
、
も
つ
た
い
な
い
と
思
ふ
。

私
は
私
の
友
の
友
情
に
値
し
な
い
こ
と
を
私
み
づ
か
ら
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
。

津
島
地
方
の
産
物
は
毛
織
物
と
蕗
、
面
白
い
取
合
で
あ
る
。

濃
美
平
野
は
う
ら
ゝ
か
だ
つ
た
。

午
后
、
漁
君
と
同
道
し
て
、
蓴
蓮
亭
を
訪
ふ
、
夜
は
句
会
。

例
に
よ
つ
て
飲
み
す
ぎ
る
、
し
や
べ
り
す
ぎ
る
。

　
三
月
三
十
日
　
晴
。

き
し
め
ん
　
　
名
古
屋
名
物
の
一
つ
と
い
は
れ
る
揚
豆
腐
を
あ
し
ら
つ
た
う
ど
ん
　
　
を
御
馳
走
に
な
る
。

そ
れ
か
ら
秋
彦
君
と
共
に
林
五
舎
へ
。

森
有
一
君
は
ほ
ん
た
う
に
好
き
な
友
人
だ
。
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ヱ
ロ
貝
！
　
そ
の
御
馳
走
も
よ
か
つ
た
。

秋
彦
君
去
り
武
朗
君
来
る
。

夜
お
そ
く
ま
で
話
し
つ
ゞ
け
た
、
そ
し
て
睡
つ
た
、
安
ら
か
に
睡
つ
た
。

林
五
君
よ
、
幸
福
で
あ
り
た
ま
へ
。

　
三
月
三
十
一
日
　
晴
、
春
寒
、
薄
氷
が
張
つ
て
ゐ
た
。

徳
川
園
観
賞
。

二
時
の
汽
車
で
浜
松
へ
。
　
　

浜
松
は
津
と
も
違
つ
て
、
お
ち
つ
い
た
都
会
で
あ
る
。

平
野
小
児
科
医
院
、
そ
こ
に
多
賀
治
君
が
待
つ
て
ゐ
て
下
さ
つ
た
。

二
階
の
病
院
の
一
室
を
私
の
部
屋
と
し
て
提
供
さ
れ
た
、
高
等
下
宿
に
で
も
ゐ
る
や
う
で
、
身
も
心
も
く

つ
ろ
い
だ
。

　
四
月
一
日
　
快
晴
。
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御
馳
走
々
々
々
。

散
歩
、
休
養
、
通
信
。

私
は
自
殺
未
遂
者
だ
。

短
か
い
や
う
な
長
い
や
う
な
一
生
。

多
賀
治
さ
ん
と
は
初
対
面
だ
け
れ
ど
、
親
し
い
間
柄
で
あ
る
。

よ
い
夫
で
あ
り
よ
い
父
で
あ
り
、
そ
し
て
よ
い
ド
ク
ト
ル
で
あ
る
多
賀
治
君
を
祝
福
す
る
。

　
四
月
二
日
　
曇
。

春
雨
し
と
〳
〵
。

永
井
さ
ん
来
訪
、
野
蕗
君
徃
訪
。

多
賀
治
君
の
住
宅
に
も
寄
つ
て
奥
さ
ん
に
挨
拶
す
る
、
新
居
普
請
中
。

看
護
婦
さ
ん
と
相
乗
で
辨
天
島
へ
一
路
ド
ラ
イ
ヴ
す
る
、
か
へ
り
み
て
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
す
ぎ
る
。

松
月
旅
館
に
送
り
こ
ま
れ
て
、
酒
、
酒
、
酒
、
い
よ
〳
〵
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
す
ぎ
る
。
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暮
れ
る
前
に
、
自
働
車
で
送
ら
れ
る
、
酔
が
か
つ
と
出
て
、
私
は
た
う
と
う
行
方
不
明
に
な
つ
て
し
ま
つ

た
！

　
四
月
三
日
　
風
雨
は
げ
し
か
つ
た
。

朝
湯
朝
酒
、
昨
夜
の
今
朝
で
泣
き
た
い
や
う
な
気
持
だ
。

一
時
の
列
車
で
鎌
倉
へ
。
　
　

野
蕗
さ
ん
が
ひ
よ
つ
こ
り
乗
り
込
ん
で
、
送
つ
て
下
さ
つ
た
、
涙
ぐ
ま
し
い
温
情
を
感
じ
た
。

名
古
屋
に
も
浜
松
に
も
同
人
間
に
何
だ
か
感
情
の
も
つ
れ
が
あ
る
ら
し
い
、
私
と
し
て
は
、
そ
の
ど
ち
ら

に
も
無
関
心
だ
け
れ
ど
。

天
竜
川
を
渡
る
と
き
、
先
年
の
お
も
ひ
で
に
ふ
け
つ
た
。

海
は
濁
つ
て
富
士
は
見
え
な
い
。

桃
の
花
、
菜
の
花
、
青
麦
、
　
　
日
本
は
美
し
い
！

丹
那
ト
ン
ネ
ル
、
暗
い
音
が
つ
ゞ
く
。

熱
海
は
春
た
け
な
は
、
花
見
客
が
騒
々
し
い
、
う
る
さ
い
け
れ
ど
お
こ
ら
れ
も
し
な
い
。
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私
は
憂
欝
だ
　
　
人
間
が
嫌
に
な
つ
た
の
で
な
く
て
、
自
分
自
身
が
嫌
な
の
だ
。

大
船
で
乗
り
換
へ
よ
う
と
し
て
下
車
す
る
と
、
鎌
倉
同
人
が
眼
ざ
と
く
私
を
見
つ
け
て
、
に
こ
〳
〵
、
自

働
車
で
鎌
倉
へ
。

鳴
雨
居
に
落
ち
つ
く
、
く
つ
ろ
い
で
、
酒
、
酒
、
話
、
話
。

鳴
雨
君
は
想
像
し
た
通
り
、
奥
さ
ん
と
二
人
ぎ
り
の
、
別
荘
風
の
小
ぢ
ん
ま
り
し
た
家
庭
は
春
の
海
の
や

う
。

雪
男
君
、
蜻
郎
君
、
冬
青
君
、
新
五
郎
君
、
　
　
鎌
倉
同
人
は
ほ
ん
た
う
に
な
ご
や
か
だ
。

波
音
が
あ
た
ゝ
か
だ
つ
た
。

　
　
ヒ
ヤ
と
お
ヒ
ヤ
　
　
前
者
は
冷
酒
、
後
者
は
水
。

　
四
月
四
日
　
晴
。

か
た
じ
け
な
く
も
、
も
つ
た
い
な
く
も
、
朝
湯
に
は
い
つ
て
か
ら
朝
酒
を
い
た
ゞ
く
。

蜻
郎
君
来
訪
。

三
人
連
れ
で
散
歩
、
光
明
寺
大
聖
閣
、
’
’
’
’
幡
宮
、
建
長
寺
、
円
覚
寺
、
長
谷
の
大
仏
。
…
…
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冬
青
居
徃
訪
。

夜
は
南
浦
園
で
句
会
、
支
那
料
理
が
お
い
し
か
つ
た
。

ま
こ
と
に
よ
い
日
よ
い
夜
で
あ
つ
た
。

層
雲
社
か
ら
電
報
、
明
日
の
句
会
へ
出
席
せ
よ
と
い
ふ
の
で
。
　
　

鎌
倉
風
景
。
　
　

東
京
の
印
象
。
　
　

東
京
は
広
い
。

伊
豆
遊
吟
。

　
沼
津
　
　
東
京
。

　
　
　
朝
の
富
士
は
白
い
あ
た
ま
の
春
の
雲

　
　
　
松
の
木
あ
ざ
や
か
に
富
士
の
全
貌

　
　
　
ぶ
ら
ん
こ
ぶ
ら
〳
〵
若
葉
照
る

　
　
　
街
の
騒
音
何
の
木
か
咲
い
て
ゐ
る

　
東
京
を
う
た
ふ
。
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さ
く
ら
ち
る
富
士
が
ま
つ
し
ろ

　
　
　
さ
く
ら
咲
い
て
ま
た
逢
う
て
ゐ
る

　
　
　
旅
ご
ゝ
ろ
か
な
し
い
風
が
ふ
き
ま
く
る

　
　
　
ぼ
う
〳
〵
と
し
て
あ
る
く
い
つ
し
か
春

　
　
　
　
　
（
追
加
）

　
　
　
蘭
竹
か
れ
／
″
＼
の
風
に
ふ
か
れ
つ
ゝ

　
　
・
鎌
倉
は
松
の
木
の
よ
い
月
が
の
ぼ
つ
た

大
仏
さ
ん

異
人
さ
ん

さ
く
ら

寺　
　
　
い
ち
は
や
く
山
ふ
と
こ
ろ
の
さ
く
ら
一
も
と

　
　
　
　
　
斎
藤
さ
ん
に

　
　
　
ま
た
逢
ひ
ま
せ
う
と
手
を
握
る

　
東
京
を
う
た
ふ
。
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ほ
つ
と
月
が
あ
る
東
京
に
来
て
ゐ
る

　
　
　
花
ぐ
も
り
の
富
士
が
見
え
た
り
か
く
れ
た
り

　
　
　
ビ
ル
か
ら
ビ
ル
へ
東
京
は
私
は
う
ご
く

　
　
　
ビ
ル
が
ビ
ル
に
星
も
見
え
な
い
空

　
　
　
　
　
ビ
ル
に
て

　
　
　
窓
へ
や
つ
と
芽
ぶ
い
て
き
た

　
四
月
五
日
　
快
晴
、
鎌
倉
か
ら
東
京
へ
。

眼
が
覚
め
る
と
海
が
こ
ろ
げ
て
く
る
や
う
な
波
音
で
あ
る
。

鳴
雨
居
は
し
づ
か
な
夫
婦
ず
ま
ゐ
、
別
荘
風
の
し
や
れ
た
家
で
あ
る
。

朝
湯
朝
酒
、
今
日
に
限
つ
た
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
勿
体
な
い
な
あ
と
思
ふ
。

雪
男
さ
ん
来
訪
、
散
歩
す
る
、
雪
男
居
に
寄
る
、
御
馳
走
に
な
る
。

昨
夜
の
召
電
に
よ
つ
て
い
つ
し
よ
に
上
京
す
る
、
大
船
で
約
束
通
り
蜻
郎
君
と
落
ち
合
ふ
。

う
ら
ゝ
か
な
日
で
あ
る
。
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品
川
へ
着
い
て
ま
ず
そ
こ
の
水
を
飲
ん
だ
、
東
京
の
水
で
あ
る
、
電
車
に
乗
つ
た
、
東
京
の
空
で
あ
る
、

十
三
年
ぶ
り
に
東
京
へ
来
た
の
だ
。

大
泉
園
を
初
め
て
訪
ね
る
、
鎌
倉
の
椿
が
咲
い
て
ゐ
る
、
井
師
に
お
目
に
か
ゝ
る
、
北
朗
君
も
来
て
ゐ
る
。

句
会
、
二
十
名
ば
か
り
集
ま
つ
た
、
殆
ん
ど
み
な
初
対
面
の
方
々
だ
。

夜
は
層
雲
社
に
泊
め
て
貰
ふ
、
犬
に
吠
え
ら
れ
た
、
歓
迎
し
て
く
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

武
二
君
、
五
味
君
、
北
朗
君
と
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
話
し
つ
ゞ
け
た
。

　
四
月
六
日
　
花
ぐ
も
り
。

朝
酒
二
三
杯
。

北
朗
君
、
武
二
君
と
同
道
し
て
銀
座
へ
、
磊
々
子
、
一
石
路
夢
道
を
訪
ね
る
。

酒
、
酒
、
酒
、
花
、
花
、
花
、
そ
し
て
女
、
女
、
女
。

北
朗
は
古
道
具
屋
を
ま
は
つ
て
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
買
ふ
、
私
が
酒
を
飲
む
や
う
な
も
の
だ
ろ
う
。

　
四
月
七
日
　
花
ぐ
も
り
。
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浅
草
風
景
（
新
浅
草
観
賞
）
。

定
食
八
銭
は
安
い
、
デ
ン
キ
ブ
ラ
ン
は
う
ま
い
、
喜
劇
は
面
白
い
。

あ
て
も
な
く
ぶ
ら
〳
〵
あ
る
く
。

　
四
月
八
日
　
曇
、
い
つ
し
か
雨
と
な
つ
た
。

や
た
ら
に
歩
い
た
、
　
　
浅
草
か
ら
上
野
へ
、
そ
れ
か
ら
九
段
へ
、
そ
れ
か
ら
丸
の
内
へ
。

砂
吐
流
君
徃
訪
、
こ
れ
は
丸
ビ
ル
。

農
平
君
徃
訪
、
こ
れ
は
海
上
ビ
ル
。

鳳
車
君
徃
訪
、
こ
れ
は
東
京
ビ
ル
。

農
平
君
と
、
そ
れ
か
ら
魔
神
明
君
と
日
本
橋
の
大
　
で
会
食
。

東
京
駅
で
砂
吐
流
君
を
待
ち
受
け
、
新
宿
聚
楽
で
夕
食
を
す
る
、
味
覚
の
殿
堂
と
い
つ
て
ゐ
る
だ
け
満
員

繁
昌
だ
。

砂
吐
流
の
新
居
春﹅
風﹅
亭﹅
に
泊
る
。
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四
月
九
日
　
小
雨
　
　
曇
。

朝
か
ら
ビ
ー
ル
を
飲
む
。

い
つ
し
よ
に
出
か
け
る
、
君
は
丸
ビ
ル
へ
、
私
は
か﹅
た﹅
こ﹅
と﹅
庵
へ
。

武
蔵
野
は
な
つ
か
し
い
、
う
つ
く
し
い
。

運
よ
く
斎
藤
さ
ん
在
庵
。

同
道
し
て
徳
富
健
次
郎
の
墓
に
詣
で
る
。

櫟
林
の
と
こ
ろ
／
″
＼
に
辛
夷
の
白
い
花
ざ
か
り
。

青
樫
荘
に
前
田
夕
暮
氏
を
訪
ふ
。

さ
ら
に
青
木
健
作
氏
を
訪
ふ
、
三
十
余
年
ぶ
り
の
再
会
で
あ
る
、
で
も
、
昔
な
つ
か
し
い
面
影
は
失
は
れ

て
ゐ
な
か
つ
た
。

や
が
て
農
平
君
も
来
訪
、
四
人
で
歓
談
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
。

斎
藤
さ
ん
は
健
作
君
の
宅
で
、
私
は
農
平
君
の
宅
に
泊
め
て
貰
ふ
。

ま
こ
と
に
ま
こ
と
に
珍
ら
し
い
会
合
で
あ
つ
た
。
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四
月
十
日
　
曇
。

春
寒
、
ば
ら
〳
〵
雨
。

み
ん
な
い
つ
し
よ
に
出
発
、
そ
し
て
そ
れ
／
″
＼
の
方
向
へ
別
れ
た
。

東
京
ビ
ル
に
茂
森
君
徃
訪
、
な
つ
か
し
か
つ
た
、
連
れ
ら
れ
て
自
働
車
で
新
宿
へ
出
て
、
或
る
お
で
ん
や

で
飲
む
、
そ
し
て
ま
た
十
二
社
へ
、
酒
と
女
と
が
あ
つ
た
。

私
は
自
働
車
で
浅
草
へ
、
そ
こ
で
倒
れ
て
し
ま
つ
た
。

友
、
友
、
友
、
友
、
友
。

　
四
月
十
一
日
　
曇
。

農
平
君
の
案
内
で
江
戸
川
の
花
見
に
出
か
け
る
、
桜
は
ま
だ
蕾
だ
、
掛
茶
屋
の
赤
前
垂
が
黄
色
い
声
で
客

を
呼
ん
で
ゐ
る
ば
か
り
だ
が
、
飲
む
酒
は
あ
る
。
…
…

柴
又
に
ま
わ
つ
て
川
甚
で
も
飲
む
。
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私
は
ま
た
浅
草
へ
。

　
四
月
十
二
日
　
曇
。

お
め
で
た
い
お
の
ぼ
り
さ
ん
と
し
て
。

山
谷
の
安
宿
に
泊
る
、
泊
る
だ
け
は
二
十
五
銭
。

　
四
月
十
三
日
　
雨
。

濡
れ
て
層
雲
社
へ
帰
る
、
武
二
君
が
私
の
行
方
不
明
を
心
配
し
て
ゐ
た
さ
う
で
、
私
の
癖
と
は
い
ひ
な
が

ら
す
ま
な
か
つ
た
。

夜
は
銀
座
へ
、
丸
ビ
ル
人
会
出
席
。

か
う
酒
ば
か
り
飲
ん
で
ゐ
て
は
困
る
！

　
四
月
十
四
日
　
晴
。
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さ
く
ら
が
咲
い
た
、
散
歩
、
赤
坂
見
附
は
よ
い
風
景
だ
つ
た
。

武
二
君
と
共
に
迎
へ
ら
れ
て
磊
々
子
居
へ
。

磊
々
居
滞
在
。

　
四
月
十
五
日
　
花
ぐ
も
り
。

朝
湯
朝
酒
と
は
有
難
す
ぎ
る
、
身
に
あ
ま
る
冥
加
で
あ
る
。

二
人
で
ぶ
ら
〳
〵
歩
く
、
Ｉ
さ
ん
の
お
宅
で
御
馳
走
に
な
る
、
天
ぷ
ら
蕎
麦
、
冷
酒
、
池
上
本
門
寺
、
よ

い
森
、
松
が
よ
い
。

高
輪
泉
岳
寺
、
香
烟
が
た
え
な
い
。

そ
れ
か
ら
明
治
座
へ
、
面
白
か
つ
た
、
井
上
は
や
つ
ぱ
り
う
ま
い
。

銀
座
裏
で
飲
ん
で
食
べ
る
、
お
け
さ
飯
と
ア
ブ
サ
ン
。

東
京
は
広
い
、
時
代
錯
誤
場
所
錯
誤
。
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四
月
十
六
日
　
曇
つ
た
り
晴
れ
た
り
。

東
京
で
は
遊
び
す
ぎ
た
、
や
う
や
く
東
京
を
離
れ
る
、
磊
々
子
夫
妻
の
温
情
は
身
に
し
み
て
有
難
か
つ
た
。

琅
玕
洞
訪
問
、
あ
や
に
く
不
在
、
そ
の
代
り
に
多
摩
川
観
賞
、
二
子
橋
畔
春
風
習
々
春
光
熈
々
。

雷
に
ど
な
ら
れ
霙
に
た
ゝ
か
れ
た
。

風
が
ふ
い
て
蛙
が
な
い
て
ゐ
る
。

戸
塚
の
松
並
木
は
美
し
か
つ
た
。

や
つ
と
藤
沢
で
寝
床
を
見
つ
け
た
。

自
分
ら
し
く
、
旅
人
ら
し
く
。

　
四
月
十
七
日
　
伊
東
温
泉
伊
東
屋
。

晴
、
う
ら
ゝ
か
だ
つ
た
。

茅
ヶ
崎
ま
で
歩
く
、
汽
車
で
熱
海
ま
で
、
そ
こ
か
ら
ま
た
歩
く
、
行
程
七
里
、
労
れ
た
。

富
士
は
ほ
ん
た
う
に
尊
い
、
私
も
富﹅
士﹅
見﹅
西﹅
行﹅
の
姿
に
な
つ
た
。
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熱
海
は
さ
す
が
に
温
泉
郷
ら
し
い
賑
や
か
さ
だ
つ
た
、
伊
東
も
観
光
祭
。

今
日
の
道
は
山
も
海
も
美
し
か
つ
た
け
れ
ど
自
働
車
が
う
る
さ
か
つ
た
。

山
の
水
を
ぞ
ん
ぶ
ん
に
飲
ん
だ
、
を
り
〳
〵
す
べ
つ
た
り
こ
ろ
ん
だ
り
し
た
。

旅
の
お
も
し
ろ
さ
、
旅
の
さ
び
し
さ
。

　
　
・
松
並
木
が
な
く
な
る
と
富
士
を
ま
と
も
に

　
　
・
と
ほ
く
富
士
を
お
い
て
桜
ま
ん
か
い

　
四
月
十
八
日
　
滞
在
、
休
養
、
整
理
。

伊
豆
は
さ
す
が
に
南
国
情
調
だ
、
麦
が
穂
に
出
て
燕
が
飛
び
か
う
て
ゐ
る
。

○
伊
豆
は
生
き
る
に
も
死
ぬ
る
に
も
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

○
伊
豆
は
至
る
と
こ
ろ
花
が
咲
い
て
湯
が
湧
く
、
ど
こ
か
に
私
に
ふ
さ
は
し
い
寝
床
は
な
い
か
な
！

大
地
か
ら
湧
き
あ
が
る
湯
は
有
難
い
。

同
宿
同
行
の
話
が
な
か
〳
〵
興
味
深
い
、
ト
ギ
ヤ
老
人
、
ア
メ
ヤ
ク
ヅ
レ
、
ル
ン
ペ
ン
、
ヘ
ン
ロ
、
ツ
ジ

ウ
ラ
ウ
リ
。
…
…
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焼
酎
を
ひ
つ
か
け
て
ぐ
つ
す
り
眠
つ
た
。

　
　
・
な
み
お
と
の
さ
く
ら
ほ
ろ
ほ
ろ

　
　
・
春
の
夜
の
近
眼
と
老
眼
と
こ
ん
が
ら
が
つ
て

　
　
・
伊
豆
は
あ
た
ゝ
か
く
死
ぬ
る
に
よ
ろ
し
い
波
音

　
　
・
湯
の
町
通
り
ぬ
け
る
春
風

　
四
月
十
九
日
　
雨
、
予
想
し
た
通
り
。

み
ん
な
籠
城
し
て
四
方
山
話
、
誰
も
一
城
の
い
や
一
畳
の
主
だ
、
私
も
一
隅
に
陣
取
つ
て
読
ん
だ
り
書
い

た
り
す
る
。

午
后
は
晴
れ
た
、
私
は
行
乞
を
や
め
て
そ
こ
ら
を
見
物
し
て
歩
く
、
浄﹅
の﹅
池﹅
で
悠
々
泳
い
で
ゐ
る
毒
魚
。

伊
東
は
い
は
ゆ
る
湯
町
情
調
が
濃
厚
で
、
私
の
や
う
な
も
の
に
は
向
か
な
い
。

波
音
、
夕
焼
、
旅
情
切
な
い
も
の
が
あ
つ
た
。

一
杯
ひ
つ
か
け
る
余
裕
は
な
い
、
寝
苦
し
い
一
夜
だ
つ
た
。

　
　
　
　
　
（
伊
東
町
）
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・
を
な
ご
や
の
春
も
に
ぎ
や
か
な
青
木
の
実

　
　
・
ま
い
に
ち
風
ふ
く
か
ら
た
ち
の
芽
で

　
　
・
は
る
／
″
＼
と
き
て
伊
豆
の
山
な
み
夕
焼
く
る

　
　
・
か
う
し
て
生
き
て
ゐ
る
こ
と
が
、
草
の
芽
が
赤
い

　
四
月
二
十
日
　
快
晴
、
下
田
へ
出
立
す
る
。

川
奈
ゴ
ル
フ
場
、
一
碧
湖
、
富
戸
の
爼
岩
、
光
の
村
、
等
々
を
横
眼
で
眺
め
つ
ゝ
通
り
す
ぎ
る
、
雑
木
山

が
美
し
い
、
天
城
連
山
が
尊
い
、
山
う
ぐ
ひ
す
が
有
難
い
。

風
、
風
、
強
い
風
が
吹
く
、
吹
き
ま
く
ら
れ
つ
ゝ
歩
く
、
さ
び
し
い
、
つ
か
れ
る
。

赤
沢
あ
た
り
か
ら
海
岸
の
風
景
が
殊
に
よ
ろ
し
く
な
る
、
茫
々
た
る
海
、
峨
々
た
る
巌
、
熱
川
温
泉
に
安

宿
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
下
つ
て
行
つ
た
が
断
ら
れ
た
、
稲
取
へ
暮
れ
て
着
い
て
宿
を
と
つ
て
ほ
つ
と
し
た
、

行
程
八
里
強
。

　
　
・
芽
ぶ
く
よ
り
若
葉
す
る
湯
け
む
り
を
ち
こ
ち

　
　
・
山
路
あ
る
け
ば
山
の
鴉
が
き
て
は
な
く
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四
月
二
十
一
日
　
谷
津
温
泉
、
一
郎
居
。

し
づ
か
な
、
わ
び
し
い
宿
だ
つ
た
、
花
屑
が
そ
こ
ら
い
ち
め
ん
に
散
り
し
い
て
ゐ
た
。

昨
夜
の
ル
ン
ペ
ン
君
と
別
れ
る
、
今
生
ふ
た
ゝ
び
逢
ふ
こ
と
は
な
か
ら
う
。

今
日
も
晴
れ
て
風
が
吹
く
。

今
井
浜
は
伊
豆
舞
子
と
よ
ば
れ
る
だ
け
あ
つ
て
海
浜
が
う
つ
く
し
い
。

行
程
三
里
弱
、
午
前
中
に
谷
津
の
松
木
一
郎
君
を
訪
ね
る
、
一
郎
居
は
春
風
駘
蕩
だ
、
桜
の
花
片
が
坐
敷

へ
散
り
込
む
。

メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
を
御
馳
走
に
な
る
、
そ
れ
は
君
の
手
作
り
だ
、
内﹅
湯﹅
の
御
馳
走
は
何
よ
り
。

　
　
・
う
ら
〳
〵
石
仏
も
ね
む
さ
う
な

　
四
月
二
十
二
日

雨
、
ふ
と
眼
覚
め
て
耳
を
疑
つ
た
。
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こ
ゝ
は
ほ
ん
た
う
に
あ
た
ゝ
か
い
、
も
う
牡
丹
が
咲
い
て
、
蚊
が
出
て
く
る
。

温
泉
は
湧
出
量
が
豊
富
で
高
温
で
あ
る
、
雑
木
山
の
空
へ
噴
き
上
げ
る
湯
煙
の
勢
よ
さ
。

今
日
の
雨
は
ま
こ
と
に
よ
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
△
　
　
△
　
　
△

朝﹅
湯﹅
の
あ
つ
さ
よ
ろ
し
さ
あ
り
が
た
さ
。

朝﹅
酒﹅
と
は
勿
体
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　
△
　
　
△
　
　
△

ほ﹅
ん﹅
た﹅
う﹅
で﹅
な﹅
い﹅
、
と﹅
い﹅
つ﹅
て﹅
、
う﹅
そ﹅
で﹅
も﹅
な﹅
い﹅
生﹅
活﹅
、
そ
れ
が
私
の
現
在
だ
。

　
△
洗﹅
濯﹅
、
身
も
心
も
内
も
外
も
。

　
△
花
菖
蒲
の
輸
出
。

　
△
栖
足
寺
の
甕
（
銘
は
祖
母
懐
、
作
は
藤
四
郎
）

　
四
月
二
十
二
日
　
花
時
風
雨
多
、
ま
つ
た
く
そ
の
通
り
の
雨
風
だ
つ
た
。

熱
い
湯
を
自
分
で
加
減
し
て
何
度
も
入
浴
す
る
、
奥
さ
ん
が
呆
れ
て
笑
は
れ
る
。
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湯
、
そ
し
て
酒
、
あ
ゝ
極
楽
々
々
。

午
後
だ
ん
〳
〵
晴
れ
る
、
一
郎
君
と
い
つ
し
よ
に
下
田
へ
向
ふ
。

山﹅
蕗﹅
が
咲
き
ほ
う
け
て
ゐ
る
、
ふ
き
の
と
う
が
伸
び
て
咲
い
て
、
咲
き
を
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

○
伊
豆
の
若
葉
は
う
つ
く
し
い
。

白
浜
の
色
は
ほ
ん
た
う
に
美
し
か
つ
た
、
砂
の
白
さ
、
海
の
み
ど
り
。

大
平
洋
を
ま
へ
に
、
墓
を
う
し
ろ
に
、
砂
丘
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
持
参
の
酒
を
飲
ん
だ
。

至
る
と
こ
ろ
に
鉱
山
、
小
さ
い
金
鉱
が
あ
つ
た
、
そ
れ
も
伊
豆
ら
し
い
と
思
は
せ
た
。

下
田
近
く
な
る
と
、
ま
づ
玉
泉
寺
が
あ
つ
た
、
維
新
史
の
第
一
頁
を
歩
い
て
ゐ
る
や
う
だ
。

浜
崎
の
兎
子
居
に
草
鞋
を
ぬ
ぐ
、
そ
し
て
二
三
子
と
共
に
食
卓
を
囲
ん
で
話
し
つ
ゞ
け
る
。

酔
ふ
て
書
き
な
ぐ
る
、
い
つ
も
の
私
の
や
う
に
。

そ
し
て
一
郎
君
と
枕
を
な
ら
べ
て
熟
睡
。

伊
豆
は
、
湯﹅
は
よ
い
け
れ
ど
水﹅
は
よ
ろ
し
く
な
い
、
温
泉
地
の
ど
こ
で
も
さ
う
で
あ
る
や
う
に
。

伊
豆
に
多
い
の
は
旅
宿
の
立﹅
看﹅
板﹅
と
隧﹅
道﹅
と
、
そ
し
て
バ
ス
。

　
　
・
こ
の
木
も
あ
の
木
も
う
つ
く
し
い
若
葉

　
　
・
別
れ
よ
う
と
し
て
水
を
腹
い
つ
ぱ
い
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△
天
草
を
干
し
ひ
ろ
げ
る

　
△
来
の
宮
神
社
の
禁
酒
デ
ー

　
四
月
二
十
三
日
　
曇
、
う
す
ら
寒
い
。

朝
早
く
、
二
人
で
散
歩
す
る
、
風
が
落
ち
て
波
音
が
耳
に
つ
く
、
前
は
す
ぐ
海
だ
。

牡
丹
の
花
ざ
か
り
、
楓
の
若
葉
が
赤
い
。

蛙
が
鳴
く
、
頬
白
が
囀
づ
る
。

辨
天
島
は
特
異
な
存
在
で
あ
る
、
吉
田
松
蔭
の
故
事
は
な
つ
か
し
い
。

九
時
す
ぎ
、
三
人
で
下
田
へ
、
途
中
、
一
郎
君
と
別
れ
る
、
一
郎
君
い
ろ
〳
〵
あ
り
が
た
う
。

稲
生
沢
川
を
渡
れ
ば
ま
さ
に
下﹅
田﹅
港﹅
だ
、
港
町
情
調
ゆ
た
か
で
あ
ら
う
、
私
は
通
り
ぬ
け
て
下
賀
茂
温
泉

へ
。

留
置
の
手
紙
は
二
通
あ
り
が
た
か
つ
た
。

雑
木
山
が
よ
い
姿
と
色
と
を
見
せ
て
く
れ
る
。

下
賀
茂
は
好
き
な
温
泉
場
で
あ
る
、
雑
木
山
に
つ
ゝ
ま
れ
て
、
の
び
や
か
な
湯
け
む
り
が
そ
こ
こ
ゝ
か
ら
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立
ち
昇
る
、
そ
こ
こ
ゝ
に
散
在
し
て
ゐ
る
旅
館
も
し
づ
か
で
し
ん
み
り
と
し
て
ゐ
る
。

そ
の
一
軒
の
二
階
に
案
内
さ
れ
た
、
さ
つ
そ
く
驚
ろ
く
べ
き
熱
い
強﹅
塩﹅
泉﹅
だ
、
ぽ
か
〳
〵
あ
た
ゝ
ま
つ
て

か
ら
ま
た
酒
だ
、
あ
ま
り
御
馳
走
は
な
い
け
れ
ど
う
ま
い
〳
〵
。

兎
子
君
が
専
子
君
を
同
伴
し
て
紹
介
さ
れ
た
、
三
人
同
伴
で
専
子
居
へ
落
ち
つ
く
、
兎
子
君
は
帰
宅
、
私

と
専
子
君
と
は
ま
た
入
浴
し
て
、
そ
し
て
来
訪
の
Ｓ
さ
ん
と
飲
み
だ
し
た
。

今
夜
も
酔
ふ
て
、
し
や
べ
つ
て
、
書
き
な
ぐ
つ
た
、
湯
と
酒
と
が
無
何
有
郷
に
連
れ
て
い
つ
て
く
れ
た
、

ぐ
つ
す
り
ね
む
れ
た
。
…
…

ノ
ン
キ
だ
ね
、
ゼ
イ
タ
ク
だ
ね
、
ホ
ガ
ら
か
だ
ね
、
モ
ツ
タ
イ
な
い
ね
！

　
　
・
波
音
強
く
し
て
葱
坊
主

　
　
・
道
は
若
葉
の
中
を
鉱
山
へ

　
　
・
け
ふ
の
み
ち
は
す
み
れ
た
ん
ぽ
ゝ
さ
き
つ
ゞ
い
て

　
　
・
す
み
れ
た
ん
ぽ
ゝ
こ
ど
も
ら
と
た
は
む
れ
る

　
△
黒
船
襲
来
、
異
人
上
陸
で
、
里
人
は
牛
を
連
れ
て
山
へ
逃
げ
た
さ
う
な
。

　
△
黒
船
祭
の
前
日
。
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四
月
二
十
四
日
　
晴
、
后
曇
。

早
朝
、
川
ぶ
ち
の
共
同
湯
に
は
い
る
、
底
か
ら
湧
き
あ
が
つ
て
く
る
湯
の
う
れ
し
さ
。

湯
け
む
り
が
白
く
雑
木
若
葉
へ
ひ
ろ
が
つ
て
ゆ
く
、
ま
こ
と
に
平
和
な
風
景
。

七
時
の
バ
ス
で
出
発
、
松
崎
へ
急
ぐ
。

峠
の
な
が
め
は
よ
か
つ
た
、
山
ま
た
山
、
木
と
い
ふ
木
が
芽
ぶ
い
て
若
葉
し
て
か
ゞ
や
く
。

バ
ス
ガ
ー
ル
と
運
ち
や
ん
と
の
会
話
、
お
客
は
私
一
人
。

九
時
松
崎
着
、
海
岸
づ
た
い
に
歩
く
。

昨
夜
、
飲
み
す
ぎ
た
の
で
、
さ
す
が
の
私
も
弱
つ
て
ゐ
る
、
す
べ
つ
て
こ
ろ
ん
で
向
脛
を
す
り
む
い
だ
。

遠
足
の
小
学
生
が
う
れ
し
さ
う
に
お
べ
ん
た
う
を
持
つ
て
ゆ
く
、
私
の
頭
陀
袋
に
も
一
郎
君
か
ら
貰
つ
た

般
若
湯
が
一
壜
あ
る
。

田
子
か
ら
す
み
れ
丸
に
乗
つ
て
沼
津
へ
。

今
夜
は
土
肥
温
泉
に
泊
る
筈
だ
つ
た
が
そ
の
予
定
を
変
更
し
た
の
で
あ
る
、
だ
い
た
い
私
の
旅
に
予
定
な

ん
か
あ
る
べ
き
で
な
い
、
ゆ
き
あ
た
り
ば
つ
た
り
、
行
き
た
い
だ
け
行
き
、
留
ま
り
た
い
と
こ
ろ
に
留
ま

れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
、
山﹅
頭﹅
火﹅
で﹅
た﹅
ら﹅
め﹅
道﹅
中﹅
が
よ
ろ
し
い
の
で
あ
る
、
ふ
さ
は
し
い
の
で
あ
る
。
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凪
で
気
楽
で
嬉
し
い
海
上
の
三
時
間
だ
つ
た
。

沼
津
に
着
い
た
の
は
五
時
、
や
う
や
く
梅
軒
を
探
し
あ
て
ゝ
客
と
な
る
。

夜
は
句
会
、
桃
の
会
の
方
々
が
集
ま
つ
て
楽
し
く
談
笑
句
作
し
た
。

　
　
・
明
け
て
く
る
若
葉
か
ら
炭
焼
く
け
む
り

　
　
・
山
の
み
ど
り
を
分
け
の
ぼ
る
バ
ス
の
う
な
り
つ
ゝ

　
　
・
鴉
さ
わ
ぐ
そ
こ
は
墓
地

　
　
・
水
平
線
が
う
つ
く
し
い
腰
掛
が
あ
る

　
　
・
山
の
青
さ
海
の
青
さ
み
ん
な
甲
板
に

　
　
　
　
　
（
田
子
浦
）

　
　
・
そ
こ
ら
に
島
を
ば
ら
ま
い
て
春
の
波

　
△
さ
よ
な
ら
伊
豆
よ

　
　
や
つ
て
来
ま
し
た
ぞ
駿
河

　
△
伊
豆
め
ぐ
り
で

　
　
　
東
海
岸
は
陸
か
ら
海
を

　
　
　
西
海
岸
は
海
か
ら
陸
を
観
賞
し
た
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四
月
二
十
五
日

お
天
気
が
ま
た
く
づ
れ
て
雨
が
降
つ
て
ゐ
る
、
一
室
に
こ
も
つ
て
書
く
こ
と
を
す
る
。

ほ
ろ
ゑ
ひ
人
生
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
私
の
や
う
な
ゑ
つ
ぱ
ら
ひ
生
活
で
は
い
け
な
い
。

微﹅
笑﹅
の﹅
一﹅
生﹅
で
あ
り
た
い
。

　
四
月
廿
五
日
（
続
）

雨
、
そ
し
て
風
だ
、
昨
日
、
無
理
に
も
こ
ゝ
ま
で
来
て
よ
か
つ
た
と
思
ふ
。

停
電
、
わ
び
し
く
寝
る
。

　
四
月
廿
六
日
　
晴
。

早
く
起
き
て
、
梅
軒
・
桃
月
・
路
耕
の
三
君
と
共
に
六
時
の
汽
車
で
東
京
へ
、
今
日
は
層
雲
記
念
大
会
で
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あ
る
。

一
天
雲
な
し
、
ほ
が
ら
か
な
日
で
あ
る
。

九
時
着
、
孤
独
な
散
歩
者
、
乞
食
坊
主
、
築
地
本
願
寺
参
拝
。

一
時
、
会
場
伊
吹
へ
（
物
貰
ひ
と
思
は
れ
て
玄
関
番
に
断
ら
れ
た
り
し
て
）
。

愉
快
な
大
会
で
あ
つ
た
、
な
か
〳
〵
の
盛
会
で
も
あ
つ
た
、
知
つ
た
人
知
ら
な
い
人
、
い
ろ
〳
〵
の
人
に

逢
つ
た
、
誰
も
が
打
ち
解
け
て
嬉
し
さ
う
だ
つ
た
。

句
会
か
ら
宴
会
、
十
時
す
ぎ
て
、
私
は
一
人
街
へ
出
た
、
酔
ふ
た
元
気
で
、
銀
座
の
カ
フ
ヱ
ー
に
飛
び
込

ん
だ
り
し
た
が
、
け
つ
き
よ
く
、
こ
ん
な
服
装
で
は
浅
草
あ
た
り
の
安
宿
に
転
げ
込
む
よ
り
外
な
か
つ
た
。

今
日
は
旅
愁
を
し
み
／
″
＼
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
…
…

　
四
月
廿
七
日
　
廿
八
日
　
曇
　
　
雨
。

法
衣
も
網
代
笠
も
投
げ
捨
て
ゝ
、
浅
草
で
遊
ん
だ
、
遊
べ
る
だ
け
遊
ん
だ
。

浅
草
は
好
き
だ
、
愉
快
な
遊
楽
場
で
あ
る
、
私
の
や
う
な
人
間
に
は
と
り
わ
け
て
。
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四
月
廿
九
日
　
雨
。

今
日
も
浅
草
彷
徨
。

　
四
月
三
十
日
　
曇
。

お
な
じ
く
。

労
れ
て
憂
欝
に
な
る
、
金
も
な
く
な
つ
た
の
だ
が
。

　
五
月
一
日
　
曇
。

東
京
を
横
断
し
た
、
も
ち
ろ
ん
歩
い
て
。

社
に
戻
つ
て
泊
る
。

　
五
月
二
日
　
曇
。
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い
よ
〳
〵
東
京
を
あ
と
に
、
新
宿
か
ら
電
車
で
八
王
子
へ
。

多
摩
少
年
院
に
三
洞
君
を
訪
ね
る
。

夜
は
三
洞
居
で
丘
の
会
句
会
。

今
日
、
久
し
ぶ
り
に
豊
次
君
に
会
つ
て
話
し
た
、
あ
の
頃
の
事
は
い
つ
も
な
つ
か
し
い
、
そ
れ
に
し
て
も

お
互
に
変
つ
た
も
の
で
あ
る
。

武
蔵
野
は
好
き
だ
、
丘
、
流
、
草
、
こ
と
に
栃
の
若
葉
と
春
の
竜
胆
と
は
よ
か
つ
た
。

ゆ
つ
く
り
寝
せ
て
貰
つ
た
。

　
　
・
ど
こ
か
に
月
あ
か
り
の
木
の
芽
匂
ふ
な
り

　
　
・
旅
も
な
ぐ
さ
ま
な
い
こ
ゝ
ろ
持
ち
あ
る
く

　
五
月
三
日

丘
の
家
は
し
づ
か
で
あ
る
、
あ
た
ゝ
か
で
あ
る
。

黙
太
居
を
訪
ね
る
、
昼
飯
を
よ
ば
れ
る
。
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君
は
詩
人
で
あ
る
。

院
庭
で
中
井
さ
ん
が
、
黙
太
三
洞
そ
し
て
私
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
て
下
さ
つ
た
。

広
次
君
を
宿
に
訪
ね
て
、
さ
ら
に
話
し
つ
ゞ
け
た
。

憂
欝
た
へ
が
た
く
な
つ
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
ご
ま
か
す
よ
り
外
な
か
つ
た
、
私
は
卑
怯
者
だ
、
ぐ
う
た
ら

だ
！

　
　
・
旅
の
す
が
た
を
カ
メ
ラ
に
初
夏
の
雲
も

　
五
月
四
日
　
日
本
晴
。

甲
州
路
を
た
ど
る
。
　
　

三
洞
君
が
し
ん
せ
つ
に
も
浅
川
ま
で
送
つ
て
下
さ
つ
た
、
君
の
温
情
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
し
、
私
は
そ
の

温
情
に
甘
え
た
や
う
だ
。

汽
車
で
小
仏
峠
を
越
え
る
、
雑
木
山
の
う
つ
く
し
さ
よ
。

山
ま
た
山
、
富
士
が
ひ
よ
つ
こ
り
白
い
あ
た
ま
を
の
ぞ
け
る
、
山
は
け
は
し
く
谿
は
ふ
か
く
雑
木
若
葉
は

か
ゞ
や
く
。
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与
瀬
か
ら
上
野
原
ま
で
歩
い
て
、
清
水
屋
と
い
ふ
安
宿
に
泊
る
、
一
泊
二
飯
で
五
十
銭
は
安
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
（
追
憶
）

　
　
・
何
か
さ
み
し
く
死
ん
で
し
ま
へ
と
と
ぶ
と
ん
ぼ

　
五
月
五
日
　
晴
。

至
る
と
こ
ろ
鯉
幟
吹
流
し
が
へ
ん
ぽ
ん
と
し
て
青
空
で
お
ど
つ
て
ゐ
る
。

や
つ
と
自
分
と
い
ふ
も
の
を
と
り
か
へ
し
て
私
ら
し
く
な
つ
た
や
う
で
あ
る
。

五
月
の
甲
州
街
道
は
ま
こ
と
に
よ
ろ
し
い
。

桂
川
峡
で
は
河
鹿
が
鳴
い
て
ゐ
た
。

山
に
も
野
に
も
い
ろ
〳
〵
の
花
が
咲
い
て
ゐ
る
。

猿
橋
。

　
　
・
若
葉
か
ゞ
や
く
今
日
は
猿
橋
を
渡
る

こ
ん
な
句
が
出
来
る
の
も
旅
の
一
興
だ
。

甲
府
ま
で
汽
車
、
笹
子
峠
は
長
か
つ
た
、
大
菩
薩
峠
の
名
に
心
を
ひ
か
れ
た
。
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甲
斐
絹
水
晶
の
産
地
、
葡
萄
郷
、
安
宿
は
雑
然
騒
然
、
私
の
や
う
な
旅
人
は
何
と
な
く
も
の
か
な
し
く
な

る
、
酒
を
呷
つ
て
甲
府
銀
座
を
さ
ま
よ
ふ
。

老
を
痛
切
に
感
じ
る
、
と
も
か
く
も
今
日
ま
で
は
死
な
ゝ
い
で
ゐ
る
け
れ
ど
！
（
生
き
て
ゐ
た
の
で
は
な

い
）

desperate character !

　
　
・
し
つ
と
り
濡
れ
て
草
も
わ
た
し
も
て
ふ
て
ふ
も

　
五
月
六
日
　
曇
。

何
も
彼
も
暗
い
、
天
も
地
も
人
も
。

　
　
　
　
　
（
自
嘲
）

　
　
　
ど
う
に
も
な
ら
な
い
生
き
も
の
が
夜
の
底
に

　
　
　
　
　
（
追
加
）

　
　
　
旅
は
い
つ
し
か
春
め
く
泡
盛
を
あ
ほ
る
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五
月
七
日
　
と
う
〳
〵
雨
と
な
つ
た
。

緑
平
老
か
ら
旅
費
を
送
つ
て
貰
ふ
。

あ
り
が
た
し
か
た
じ
け
な
し
。

孤
独
な
散
歩
者
と
し
て
。
　
　

　
五
月
八
日
　
曇
。

心
機
一
転
、
こ
れ
か
ら
私
は
私
ら
し
い
旅
人
と
し
て
出
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
儘
は
私
の
性
だ
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
よ
ろ
し
い
け
れ
ど
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
的
で
あ
つ
て
は
な
ら
な

い
、
執
着
し
な
い
我
儘
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
・
風
は
五
月
の
さ
わ
や
か
な
死
に
ざ
ま

　
　
・
ひ
よ
い
と
月
が
出
て
ゐ
た
富
士
の
む
か
う
か
ら
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（
甲
州
か
ら
信
州
へ
）

　
　
・
日
の
照
れ
ば
雪
山
の
い
よ
い
よ
白
し

　
　
・
尿
す
る
そ
こ
ら
草
の
芽
だ
ら
け

　
　
・
こ
ん
な
に
蕎
麦
が
う
ま
い
浅
間
の
ふ
も
と
に
ゐ
る

　
　
　
　
　
江
畔
老
に
鼻
頭
橋
ま
で
見
送
ら
れ
て

　
　
　
橋
ま
で
い
つ
し
よ
に
、
そ
れ
か
ら
ま
た
一
人
旅

　
　
・
浅
間
を
ま
へ
に
ま
い
に
ち
畑
打
つ
て
ふ
て
ふ

　
　
・
落
花
ち
り
こ
む
壁
土
の
ね
ば
り
や
う

　
　
・
浅
間
は
つ
き
り
と
ぶ
て
ふ
て
ふ

　
　
・
芽
ぶ
い
て
落
葉
松
落
葉
は
寝
こ
ろ
ぶ
に
よ
く

　
　
・
新
道
が
旧
道
に
草
萌
ゆ
る

　
　
・
袂
草
の
い
つ
と
な
く
た
ま
つ
て
ゐ
る
捨
て
る

　
　
　
　
　
碓
氷
山
中
雑
詠

　
　
・
木
の
芽
あ
か
る
い
家
が
あ
つ
て
誰
も
ゐ
な
い

　
　
・
道
が
わ
か
ら
な
く
な
り
啼
く
鳥
歩
く
鳥
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・
遠
く
な
り
近
く
な
る
水
音
の
一
人

　
　
・
山
の
ふ
か
さ
は
み
な
芽
ぶ
く

　
　
・
誰
に
も
逢
は
な
い
呼
子
鳥
啼
く

　
　
・
は
る
か
に
あ
か
る
く
山
ざ
く
ら
花
ざ
か
り

　
　
・
山
ふ
か
う
し
て
な
ん
と
す
る
ど
く

　
　
・
足
も
と
あ
や
う
く
咲
い
て
ゐ
る
一
り
ん

　
　
・
春
日
さ
ん
ら
ん
と
し
て
白
樺
の
肌

　
　
・
ふ
と
河
鹿
な
く
た
ゝ
ず
み
て
聴
く

　
　
　
　
　
（
追
加
）

　
　
・
古
び
た
鯉
幟
も
、
屋
根
に
は
石
を
お
き

　
　
・
は
て
し
な
き
旅
空
の
爆
音
を
仰
ぐ

　
　
・
ま
と
も
に
見
え
て
く
る
妙
義
で
こ
ぼ
こ

　
　
　
　
　
（
　
〃
　
）

　
　
・
行
き
暮
れ
て
ほ
の
白
く
か
ら
た
ち
の
花

　
　
・
け
ふ
は
今
日
の
太
陽
を
い
た
ゞ
い
て
行
く
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・
一
人
と
な
れ
ば
分
け
入
る
山
の
か
つ
こ
う

　
　
・
う
そ
寒
う
夕
焼
け
て
山
羊
が
な
い
て

　
　
　
　
　
稔
郎
居

　
　
・
ゆ
う
べ
い
そ
が
し
い
音
は
打
つ
て
く
だ
さ
る
蕎
麦
で

　
　
　
　
　
江
畔
老
と
共
に
岩
子
鉱
泉
に

　
　
・
は
な
し
が
と
だ
え
る
と
蛙
げ
ろ
げ
ろ

　
　
　
　
　
自
省

　
　
・
衣
か
へ
て
心
い
れ
か
へ
て
旅
も
あ
ら
た
め
て

　
　
・
親
馬
仔
馬
み
ん
な
戻
つ
て
く
る
あ
た
ゝ
か
し

　
　
・
桑
畑
芽
ぶ
く
中
の
奉
安
殿

　
　
・
浅
間
朝
か
ら
あ
ざ
や
か
な
雲
雀
の
唄
で
す

　
　
　
　
　
（
追
加
一
句
）
追
分

　
　
・
こ
ゝ
で
休
む
と
す
る
道
の
分
れ
る
と
こ
ろ

　
　
・
芽
ぶ
く
林
の
白
樺
の
白
く

「
わ
び
し
さ
も
」
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五
月
八
日
（
続
）

高
原
、
山
国
ら
し
く
、
か
る
さ
ん
姿
の
よ
ろ
し
さ
。

た
う
と
う
行
き
暮
れ
て
し
ま
つ
た
、
泊
め
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
、
ま
ま
よ
今
ま
で
の
贅
沢
を
償
ふ
意

味
で
も
野
宿
し
よ
う
、
と
い
ふ
覚
悟
で
、
と
ぼ
〳
〵
峠
を
登
つ
て
行
く
と
、
ル
ン
ペ
ン
君
に
出
逢
つ
た
、

彼
も
宿
が
な
く
て
困
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
、
よ
く
見
る
と
、
伊
豆
で
同
宿
し
た
こ
と
の
あ
る
顔
だ
、
そ
れ
で

は
い
つ
し
よ
に
泊
ら
う
と
い
ふ
の
で
、
峠
の
中
腹
で
百
姓
家
　
　
そ
こ
に
は
三
軒
し
か
な
い
家
の
一
軒
　

　
に
無
理
矢
理
に
頼
ん
で
泊
め
て
貰
つ
た
。

二
人
の
有
金
持
物
を
合
し
て
米
一
升
金
五
十
銭
、
そ
れ
だ
け
全
部
を
あ
げ
る
。

旅
烏
は
の
ん
き
で
あ
る
が
み
じ
め
で
も
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
家
の
乱
雑
は
ど
う
だ
、
き
た
な
い
子
供
、
無
智
な
お
か
み
さ
ん
、
み
じ
め
な
食
物
、
自
分
の

生
活
が
も
つ
た
い
な
い
、
恥
づ
か
し
い
と
つ
く
／
″
＼
思
つ
た
こ
と
で
あ
る
。

夜
ふ
け
て
雨
、
ど
う
や
ら
雪
も
ま
じ
つ
て
ゐ
る
ら
し
い
、
何
し
ろ
八
ヶ
岳
の
麓
だ
か
ら
。

い
つ
ま
で
も
睡
れ
な
か
つ
た
。
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五
月
九
日
　
日
本
晴
。

明
け
き
ら
な
い
う
ち
に
起
き
た
、
朝
日
が
寒
さ
う
な
光
を
投
げ
て
ゐ
る
、
霜
柱
が
か
た
い
。

見
よ
、
雪
を
い
た
ゞ
い
た
山
な
み
の
う
つ
く
し
さ
。

早
々
出
立
、
話
し
な
が
ら
ゆ
つ
く
り
歩
く
。

落
葉
松
、
筒
鳥
、
清
流
、
あ
ゝ
そ
の
水
の
う
ま
さ
。

石
こ
ろ
道
を
だ
い
ぶ
歩
い
て
清
里
駅
、
こ
ゝ
ら
の
駅
は
日
本
で
最
高
地
に
在
る
停
車
場
、
熊
が
汽
車
見
物

に
出
て
来
た
と
い
ふ
話
。

や
が
て
信
濃
路
に
入
る
、
野
辺
山
風
景
は
気
に
入
つ
た
、
第
二
の
軽
井
沢
に
な
る
と
い
は
れ
て
い
る
、
い

ち
め
ん
の
落
葉
松
林
だ
。

妙
な
因
縁
で
、
帰
り
タ
ク
シ
ー
に
乗
せ
て
貰
ふ
、
有
難
か
つ
た
、
ル
ン
ペ
ン
君
は
驚
い
て
ゐ
る
。

海
ノ
口
か
ら
ま
た
歩
い
て
海
尻
、
そ
し
て
や
う
や
く
小
海
駅
、
こ
ゝ
で
ル
ン
ペ
ン
君
に
別
れ
る
、
汽
車
は

千
曲
川
に
沿
う
て
下
り
や
が
て
岩
村
田
町
、
江
畔
老
の
無
相
庵
に
客
と
な
る
、
家
内
中
で
待
つ
て
ゐ
て
下

さ
つ
た
、
涙
ぐ
ま
し
く
も
う
れ
し
か
つ
た
。
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お
ゝ
浅
間
！
　
初
め
て
観
る
が
懐
か
し
い
姿
。

江
畔
老
の
家
庭
は
ま
た
何
と
い
ふ
な
ご
や
か
さ
で
あ
ら
う
、
父
草
君
が
是
非
々
々
と
い
つ
て
按
摩
し
て
下

さ
る
、
恐
れ
入
り
ま
し
た
。

　
五
月
十
日

夜
来
の
雨
は
霽
れ
て
、
空
の
色
が
身
に
し
み
る
、
雪
の
浅
間
の
噴
烟
も
の
ど
か
だ
。

炎
の
会
句
会
、
粋
花
、
如
風
、
等
々
の
同
人
に
紹
介
さ
れ
る
。

山
国
の
春
は
何
も
か
も
い
つ
し
よ
に
や
つ
て
来
て
、
と
て
も
忙
し
い
、
人
も
自
然
も
。

手
打
蕎
麦
　
　
い
は
ゆ
る
信
州
蕎
麦
の
浅
間
蕎
麦
　
　
そ
の
味
は
何
と
も
い
へ
な
い
、
一
茶
が
お﹅
ら﹅
が﹅
そ﹅

ば﹅
と
自
慢
し
た
ゞ
け
は
あ
る
。

　
　
　
逢
つ
て
何
よ
り
お
蕎
麦
の
う
ま
さ
は

鼻
頭
稲
荷
の
境
内
で
記
念
撮
影
。

江
畔
老
か
ら
牧
水
の
事
を
い
ろ
〳
〵
聞
く
。

う
れ
し
く
あ
た
ゝ
か
く
や
す
ら
け
く
寝
た
り
起
き
た
り
、
我
が
ま
ゝ
を
さ
せ
て
い
た
ゞ
く
。
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五
月
十
一
日
　
晴
。

朝
の
散
歩
。

軽
井
沢
方
面
へ
行
か
け
る
。
　
　

浅
間
を
ま
へ
に
落
葉
松
林
に
寝
こ
ろ
ん
で
高
い
空
を
観
て
ゐ
る
と
、
し
み
／
″
＼
旅
、
春
、
人
の
心
、
俳

句
、
友
の
情
、
…
…
を
感
じ
る
、
木
の
芽
、
も
ろ
〳
〵
の
花
、
水
音
、
小
鳥
の
歌
、
…
…
何
も
か
も
み
ん

な
あ
り
が
た
い
。

信
濃
追
分
、
い
か
に
も
廃
駅
ら
し
い
（
北
国
街
道
と
中
仙
道
と
の
別
れ
路
）
。

浅
間
大
神
里
宮

　
　
芭
蕉
句
碑
　
　

　
　
婦
支
飛
寿
石
者
浅
間
能
野
分
可
哉

天
然
製
氷
所
が
散
在
し
て
ゐ
る
。

や
う
や
く
沓
掛
に
着
く
、
別
荘
地
ら
し
い
風
景
で
あ
る
。

軽
井
沢
駅
前
の
噴
水
の
味
は
忘
れ
な
い
。

70旅日記



駅
前
の
旅
館
に
泊
る
、
一
泊
二
食
で
一
円
、
私
に
は
良
す
ぎ
る
が
仕
方
が
な
い
。

一
人
一
室
一
燈
は
う
れ
し
い
、
一
杯
ひ
つ
か
け
て
、
ぐ
つ
す
り
と
寝
た
。

　
　
　
水
音
を
さ
ぐ
る

　
五
月
十
二
日
　
晴
。

高
原
の
朝
の
す
が
〳
〵
し
さ
、
し
づ
け
さ
。

旧
道
碓
氷
越
　
　

　
遊
園
道
路
を
登
る
、
吊
橋
、
雑
木
若
葉
。

　
ふ
と
右
に
浅
間
が
あ
ら
は
れ
る
、
小
鳥
合
唱
。

　
見
晴
台
、
妙
義
の
奇
怪
な
る
山
容
。

　
峠
町
、
熊
野
神
社
、
上
信
国
境
。

　
こ
ゝ
ま
で
半
里
、
遊
覧
徃
復
客
。

道
を
踏
み
違
へ
て
（
道
標
が
朽
ち
て
ゐ
た
の
で
、
右
へ
下
る
べ
き
を
左
へ
霧
積
温
泉
道
を
辿
つ
た
の
で
あ

る
）
、
山
中
彷
徨
、
殆
ん
ど
一
日
。
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山
ざ
く
ら
、
山
く
ず
れ
、
落
葉
ふ
か
く
。

　
す
べ
つ
て
こ
ろ
ん
で
、
谷
川
の
水
を
飲
む
。

や
つ
と
湯
の
沢
と
い
ふ
と
こ
ろ
へ
下
つ
て
、
杣
人
と
道
連
れ
に
な
つ
て
、
坂
本
の
宿
場
に
急
い
だ
。

　
芭
蕉
句
碑
（
一
つ
ぬ
い
で
　
　
）
。

横
川
の
牛
馬
宿
に
泊
る
、
座
蒲
団
も
出
し
て
く
れ
茶
菓
子
も
出
し
て
く
れ
て
七
十
銭
。

客
は
私
一
人
、
熱
い
風
呂
を
浴
び
て
爐
辺
に
胡
坐
を
か
い
て
、
や
れ
〳
〵
助
か
つ
た
！

　
五
月
十
三
日
　
晴
　
　
曇
。

早
朝
出
立
。

碓
氷
関
所
阯
、
妙
義
の
裏
、
霧
積
川
の
河
鹿
、
松
井
田
町
（
折
か
ら
の
ラ
ヂ
オ
は
赤
城
の
子
守
唄
だ
つ
た

）
、
き
ん
ぽ
う
げ
、
桐
の
花
、
安
中
原
市
、
そ
こ
の
杉
並
木
は
す
ば
ら
し
か
つ
た
。

途
中
で
巡
査
に
訊
門
さ
れ
た
り
な
ど
し
て
、
癪
だ
か
ら
理
髪
す
る
。
…
…

高
崎
市
の
安
宿
に
寄
る
と
、
ふ
し
ぎ
や
、
ま
た
例
の
ル
ン
ペ
ン
君
に
出
会
つ
た
、
人
生
万
事
如
是
々
々
、

そ
し
て
人
生
は
ま
た
一
期
一
会
だ
（
但
会
一
処
で
も
あ
る
が
）
、
幸
に
し
て
持
合
が
あ
る
の
で
、
ビ
ー
ル
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と
ビ
フ
テ
キ
と
を
お
ご
つ
て
あ
げ
た
、
彼
の
よ
ろ
こ
び
、
彼
の
か
な
し
み
、
そ
れ
は
私
に
も
よ
く
解
る
、

君
よ
幸
福
で
あ
れ
。

　
五
月
十
四
日
　
曇
　
　
晴
。

こ
ゝ
か
ら
引
返
す
こ
と
に
し
て
、
松
井
田
ま
で
歩
き
、
そ
こ
か
ら
汽
車
で
御
代
田
ま
で
、
ま
た
歩
い
て
暮

れ
方
、
平
原
の
甘
利
君
の
宅
に
落
ち
つ
く
こ
と
が
出
来
た
。

手
打
蕎
麦
も
酒
も
う
ま
か
つ
た
、
よ
く
睡
れ
た
。

　
五
月
十
五
日
　
曇
。

附
近
散
歩
、
小
川
で
ふ
ん
ど
し
を
洗
ふ
。

甘
酒
を
頂
戴
す
る
な
ど
。

炬
燵
に
寝
そ
べ
つ
て
悠
々
休
養
。

椋
鳥
が
し
き
り
に
啼
く
、
初
め
て
郭
公
を
聞
い
た
、
旅
情
あ
ら
た
な
り
。
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夜
お
そ
く
ま
で
閑
談
。

親
子
四
人
の
睦
ま
じ
い
家
庭
。

　
五
月
十
六
日
　
曇
、
夜
は
雨
。

お
早
う
、
椋
鳥
君
、
お
や
鶯
も
来
て
ゐ
る
。

さ
よ
う
な
ら
、
ご
き
げ
ん
よ
う
。

再
び
江
畔
居
の
厄
介
に
な
る
。

午
后
は
岩
子
鉱
泉
行
、
そ
し
て
平
根
の
粋
花
居
へ
、
よ
ば
れ
て
酔
う
て
夜
に
な
つ
て
帰
る
。

比
古
君
黙
壺
君
か
ら
の
来
信
あ
り
が
た
し
、
あ
り
が
た
し
。

　
五
月
十
七
日
　
雨
、
曇
、
そ
し
て
晴
。

稔
郎
君
、
粋
花
君
来
訪
。

終
日
閑
談
、
悪
筆
を
揮
ふ
、
い
つ
も
の
や
う
に
。
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甲
州
路
。

信
濃
路
。
　
　

　
　
・
あ
る
け
ば
か
つ
こ
う
い
そ
げ
ば
か
つ
こ
う

　
　
　
　
　
（
無
相
庵
）

　
　
・
の
ん
び
り
尿
す
る
そ
こ
ら
草
の
芽
だ
ら
け

　
　
・
浅
間
を
ま
へ
に
お
べ
ん
た
う
は
青
草
の

　
　
・
風
か
を
る
し
の
の
国
の
水
の
よ
ろ
し
さ
は

　
　
歩
々
生
死
、
一
歩
一
歩
が
生
で
あ
り
死
で
あ
る
、
生
死
を
超
越
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
転
身
一
路
、
自
己
の
自
己
と
な
り
、
自
然
の
自
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
自﹅
然﹅
即﹅
自﹅
己﹅
、
自﹅
己﹅
即﹅
自﹅
然﹅
。

　
　
　
　
自
問
自
答

　
　
ゆ
う
ぜ
ん
と
し
て
生
き
て
ゆ
け
る
か

　
　
し
よ
う
よ
う
と
し
て
死
ね
る
か

　
　
ど
う
ぢ
や
、
ど
う
ぢ
や
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山
に
聴
け
、
水
が
語
る
だ
ら
う

生
の
執
着
が
あ
る
や
う
に
、
死
の
誘
惑
も
あ
る
。

生
き
た
い
と
い
ふ
欲
求
に
死
に
た
い
と
い
ふ
希
望
が
代
る
こ
と
も
あ
ら
う
。

　
五
月
十
八
日
　
日
本
晴
。

今
日
も
無
相
庵
江
畔
居
滞
在
。

朝
か
ら
郭
公
が
さ
か
ん
に
啼
く
。

江
畔
老
と
い
つ
し
よ
に
閼
迦
流
山
へ
遊
ぶ
、
尻
か
ら
げ
、
地
下
足
袋
、
帽
子
な
し
の
杖
つ
い
て
、
弥
次
さ

ん
喜
多
さ
ん
、
と
て
も
ほ
が
ら
か
で
あ
る
。

長
野
種
馬
所
の
青
草
に
足
を
投
げ
出
し
て
休
む
、
右
は
落
葉
松
林
、
左
は
赤
松
林
、
前
は
青
々
と
茂
る
草

の
む
か
う
に
残
雪
の
八
ヶ
岳
蓼
科
の
連
峰
、
よ
い
眺
望
で
あ
る
。

初
め
て
林
檎
の
木
と
花
と
を
見
た
。

信
濃
　
　
北
国
山
国
は
ど
こ
で
も
さ
う
で
あ
る
が
　
　
梅
桜
桃
李
一
時
開
で
、
自
然
も
人
間
も
忙
が
し
い
。

此
地
方
に
は
山
羊
が
多
い
、
お
と
な
し
い
家
畜
だ
が
、
あ
の
鳴
声
は
さ
び
し
い
。
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一
里
あ
ま
り
歩
い
て
、
香
坂
明
泉
寺
。

自
然
石
の
よ
い
石
碑
が
立
つ
て
ゐ
る
、
曰
く

　
南
朝
忠
臣
香
坂
高
宗

お
山
へ
登
る
、
老
樹
う
つ
さ
う
と
し
て
小
鳥
が
し
き
り
に
囀
づ
る
。

頂
上
十
二
丁
目
、
大
正
十
二
年
八
月
摂
政
宮
殿
下
御
登
臨
之
処
と
い
ふ
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
あ
る
、
眺

望
が
よ
ろ
し
い
、
白
馬
連
山
が
地
平
を
白
く
劃
つ
て
ゐ
る
。

木
蔭
の
若
草
に
寝
そ
べ
つ
て
、
握
飯
を
食
べ
る
、
一
壜
を
携
へ
て
来
る
こ
と
は
忘
れ
て
ゐ
な
い
、
ほ
ろ
〳

〵
酔
ふ
て
う
た
ゝ
寝
す
る
、
ま
こ
と
に
大
平
楽
で
あ
る
。

一
杯
の
水
も
仏
の
涙
か
な
　
　
と
い
ふ
風
の
閼
迦
流
山
く
づ
し
が
む
き
出
し
て
あ
る
、
放
浪
詩
人
三
石
勝

五
郎
さ
ん
の
作
。

ぶ
ら
〳
〵
歩
い
て
戻
つ
た
の
は
四
時
頃
で
あ
つ
た
。

電
報
が
二
通
来
て
ゐ
た
、
比
古
君
か
ら
、
澄
太
さ
ん
か
ら
で
あ
る
、
ど
ち
ら
も
有
難
い
通
知
だ
つ
た
。

こ
ゝ
で
私
は
ま
た
我
が
ま
ゝ
気
ま
ゝ
な
性
癖
を
発
揮
し
て
、
汽
車
で
小
諸
へ
向
つ
た
、
明
後
日
ま
た
引
返

し
て
く
る
つ
も
り
で
。

私
の
滞
在
も
ず
ゐ
ぶ
ん
長
く
な
つ
た
、
桑
が
芽
ぶ
い
て
伸
び
た
。
…
…
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今
日
の
収
穫

　
　
・
あ
る
け
ば
か
つ
こ
う
い
そ
げ
ば
か
つ
こ
う

　
　
・
落
葉
松
は
晴
れ
切
つ
て
か
つ
こ
う

　
　
・
若
葉
し
た
た
る
な
が
れ
で
旅
の
ふ
ん
ど
し
を

　
　
・
お
山
へ
の
ぼ
る
花
を
む
し
つ
て
は
た
べ

　
　
・
岩
に
腰
か
け
樹
に
も
た
れ
何
を
お
も
ふ
や

　
　
・
い
た
だ
き
の
木
の
て
つ
ぺ
ん
で
鳥
は
う
た
ふ

　
　
・
お
べ
ん
た
う
を
ひ
ら
く
ど
こ
か
ら
散
つ
て
く
る
花
び
ら

　
　
・
雲
か
げ
も
な
い
木
の
芽
の
し
づ
か

　
　
・
寝
こ
ろ
び
た
い
ス
ロ
ー
プ
で
寝
こ
ろ
ぶ
若
草

　
　
・
落
葉
松
落
葉
ま
ど
ろ
め
ば
ふ
る
さ
と
の
夢

　
　
・
落
葉
松
落
葉
墓
が
二
つ
三
つ

　
　
　
　
　
懐
古
園
三
句

　
　
・
浅
間
は
千
曲
は
ゆ
う
べ
は
そ
ゞ
ろ
寒
い
風

　
　
・
ゆ
ふ
風
さ
わ
が
し
く
わ
た
し
も
旅
人
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・
そ
の
石
垣
の
草
の
青
さ
も
（
牧
水
を
お
も
ふ
）

　
　
・
浅
間
を
む
か
う
に
深
い
水
を
汲
み
あ
げ
る

　
　
・
ぞ
ん
ぶ
ん
に
水
の
ん
で
去
る
藤
の
花

　
　
・
風
か
を
る
信
濃
の
国
の
水
の
よ
ろ
し
さ

　
　
・
虱
が
と
り
つ
く
せ
な
い
旅
か
ら
旅

　
　
・
浅
間
へ
脚
を
投
げ
だ
し
て
虱
を
と
る

　
　
・
ま
ん
な
か
に
池
が
あ
る
昼
の
蛙
な
く
（
岩
村
田
遊
廓
）

　
　
・
浅
間
し
た
し
い
あ
し
た
で
ゆ
ふ
べ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
此
の
二
句
父
草
居
に
て
）

　
　
・
ゆ
つ
く
り
い
く
に
ち
桑
が
芽
ぶ
い
て
若
葉
し
た

　
　
　
　
　
江
畔
老
に

　
　
・
け
さ
は
お
わ
か
れ
の
、
あ
る
だ
け
の
お
酒
を
い
た
ゞ
く

　
　
・
草
萌
ゆ
る
道
が
分
れ
る
角
で
別
れ
る

　
　
・
逢
へ
ば
別
れ
る
よ
し
き
り
の
お
し
や
べ
り

　
　
・
さ
え
づ
り
か
は
し
て
知
ら
な
い
鳥
が
知
ら
な
い
木
に
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・
水
は
あ
ふ
れ
る
ま
ま
に
あ
ふ
れ
て
う
ら
ら
か

○
自
戒
一
則
　
　

　
貪
る
勿
れ
、
疑
ふ
勿
れ
、
欺
く
勿
れ
、
佞
る
勿
れ
、
い
つ
も
お
だ
や
か
に
つ
ゝ
ま
し
く
あ
れ
。

　
五
月
十
八
日
（
続
）

岩
村
田
か
ら
小
諸
ま
で
二
里
半
、
汽
車
の
窓
か
ら
眺
め
る
風
景
は
千
曲
谿
谷
的
な
も
の
が
あ
る
、
乙﹅
女﹅
と

い
ふ
駅
名
も
珍
ら
し
か
つ
た
（
九
州
に
妻﹅
と
い
ふ
地
名
も
あ
る
が
）
。

小
諸
へ
着
い
た
の
は
夕
暮
、
さ
つ
そ
く
宿
を
探
し
て
、
簡
易
御
泊
処
鎌
田
屋
と
い
ふ
の
を
見
つ
け
た
、
老

婆
が
孫
を
相
手
に
営
業
を
つ
ゞ
け
て
ゐ
る
と
い
ふ
、
前
金
で
六
拾
銭
渡
す
、
茶
菓
子
、
座
蒲
団
、
褞
袍
を

出
し
て
く
れ
る
、
有
難
い
、
夜
具
も
割
合
に
清
潔
だ
つ
た
。

暮
れ
き
ら
な
い
う
ち
に
、
懐
古
園
（
小
諸
城
阯
）
を
逍
遙
す
る
、
樹
木
が
多
く
て
懐
か
し
い
が
、
風
が
吹

い
て
肌
寒
か
つ
た
。

藤
村
詩
碑
は
立
派
な
も
の
で
あ
る
、
藤
村
自
身
書
い
た
千
曲
川
旅
情
の
歌
が
金
属
板
に
し
て
あ
る
、
そ
の

傍
の
松
の
木
が
枯
れ
か
け
て
ゐ
る
の
は
寂
し
か
つ
た
、
…
…
雲
白
く
遊
子
か
な
し
む
…
…
旅
情
あ
ら
た
に
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切
な
る
を
感
じ
た
。

二
之
丸
阯
に
藤﹅
村﹅
庵﹅
が
あ
る
、
古
梁
庵
主
宮
坂
さ
ん
が
管
理
し
て
ゐ
る
、
小
諸
文
化
春
秋
会
と
い
ふ
標
札

も
出
し
て
あ
る
（
藤
村
氏
自
身
は
藤
村
庵
を
深﹅
草﹅
亭﹅
と
名
づ
け
た
）
。

二
之
丸
阯
の
石
垣
の
一
つ
に
牧
水
の
歌
が
刻
ん
で
あ
る
　
　

　
　
か
た
は
ら
に
秋
く
さ
の
花
か
た
る
ら
く

　
　
　
　
ほ
ろ
び
し
も
の
は
な
つ
か
し
き
か
な

見
晴
台
か
ら
の
眺
望
は
よ
ろ
し
い
、
千
曲
川
の
よ
い
と
こ
ろ
が
よ
く
眺
め
ら
れ
る
。

噴
き
出
し
て
ゐ
る
水
も
よ
か
つ
た
。

夜
は
一
杯
ひ
つ
か
け
て
街
を
散
歩
す
る
、
小
諸
銀
座
と
い
ふ
て
も
お
客
は
通
ら
な
い
、
小
川
の
水
音
が
聞

え
る
だ
け
だ
。

な
か
〳
〵
寒
い
、
風
が
旅
愁
を
そ
ゝ
る
。

ま
た
一
杯
ひ
つ
か
け
て
、
お
ば
あ
さ
ん
の
い
は
ゆ
る
娑
婆
ふ
さ
ぎ
の
か
ら
だ
を
寝
床
に
横
た
へ
た
。
…
…

　
五
月
十
九
日
　
曇
、
風
、
雨
。
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さ
す
が
に
浅
間
の
麓
町
だ
け
あ
つ
て
、
風
が
強
く
て
雨
が
冷
た
い
。

や
つ
ぱ
り
酒
だ
、
酒
よ
り
外
に
私
を
慰
安
し
て
く
れ
る
も
の
は
な
い
（
句
作
と
友
情
と
は
別
物
と
し
て
）
、

朝
か
ら
居
酒
屋
情
調
を
味
つ
た
。

風
雨
の
中
を
中
棚
鉱
泉
宿
に
落
ち
つ
く
、
安
く
し
て
貰
つ
て
一
泊
二
飯
一
円
。

あ
ま
り
待
遇
は
よ
く
な
い
け
れ
ど
、
幾
度
で
も
熱
い
湯
に
は
い
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。

終
日
ご
ろ
／
″
＼
し
て
暮
ら
し
た
、
終
夜
ぐ
う
ぐ
う
寝
た
。

　
五
月
二
十
日
　
晴
。

八
時
出
立
、
戻
橋
を
渡
つ
て
、
千
曲
川
に
沿
う
て
、
川
辺
村
を
歩
く
。

初
め
て
松
蝉
を
聞
い
た
、
初
夏
気
分
だ
。

谿
谷
の
な
が
め
が
よ
ろ
し
い
、
浅
間
山
の
す
が
た
も
悪
く
な
い
（
浅
間
山
の
形
容
は
小
諸
か
ら
は
よ
く
な

い
、
岩
村
田
か
ら
が
よ
い
）
。

途
中
人
蔘
栽
培
の
畠
が
ち
ら
ほ
ら
見
え
る
、
人
蔘
は
日
光
を
忌
み
雨
を
嫌
ひ
、
一
度
育
つ
た
土
で
は
十
余

年
も
育
て
る
こ
と
が
出
来
な
い
さ
う
な
、
贅
沢
な
植
物
で
は
あ
る
。
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八
ツ
ヶ
岳
に
は
ま
だ
雪
が
光
つ
て
ゐ
る
。

八
幡
ま
で
二
里
、
左
折
し
て
千
曲
川
を
渡
る
、
中
津
と
い
ふ
田
舎
町
が
あ
つ
た
。

○
ま
た
風
が
吹
き
だ
し
た
、
彼
が
ど
ん
な
に
孤
独
な
旅
人
を
悩
ま
す
か
は
、
彼
で
な
く
て
は
解
る
ま
い
。

二
里
近
く
で
岩
村
田
町
、
相
生
の
松
と
よ
ば
れ
る
中
仙
道
徃
還
の
名
木
が
あ
つ
た
、
赤
松
黒
松
の
雌
雄
両

木
が
絡
み
合
ひ
結
び
つ
い
て
ゐ
る
。

書
き
忘
れ
た
が
、
途
中
、
中
佐
都
と
い
ふ
部
落
に
蕉
翁
句
碑
が
あ
つ
た
。

　
　
刈
か
け
し
田
面
の
鶴
や
里
の
秋

岩
村
田
町
に
着
い
た
時
は
も
う
三
時
、
も
り
そ
ば
を
味
は
ひ
銘
酒
を
味
つ
た
。

信
濃
は
一
茶
が
う
た
つ
て
る
や
う
に
、
蕎
麦
の
名
物
を
誇
つ
て
ゐ
る
が
、
と
り
わ
け
、
戸
隠
蕎
麦
（
い
は

ゆ
る
更
科
蕎
麦
）
浅
間
蕎
麦
（
浅
間
山
麓
一
帯
の
田
舎
蕎
麦
）
が
う
ま
い
さ
う
で
あ
る
、
私
も
幸
に
し
て

浅
間
蕎
麦
は
再
三
御
馳
走
に
な
つ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
〳
〵
父﹅
子﹅
草﹅
居﹅
　
　
こ
れ
は
私
の
命
名
　
　
の
食
客
と
な
つ
た
。

夜
は
最
後
の
一
夜
と
い
ふ
の
で
、
み
ん
な
い
つ
し
よ
に
し
み
／
″
＼
と
語
つ
た
、
一
期
一
会
の
人
生
で
は

あ
る
が
、
縁
あ
ら
ば
ま
た
逢
へ
る
で
あ
ら
う
。

う
つ
く
し
い
夕
焼
が
旅
情
を
切
に
し
た
こ
と
も
書
き
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
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物
み
な
可
か
れ
と
祈
る
。

　
五
月
廿
一
日
　
快
晴
。

い
よ
〳
〵
出
立
だ
、
朝
早
く
か
ら
郭
公
が
し
き
り
に
啼
く
。

八
時
、
岩
村
田
の
街
は
づ
れ
ま
で
江
畔
老
が
見
送
つ
て
下
さ
る
、
あ
り
が
た
う
。

さ
よ
な
ら
、
さ
よ
な
ら
、
ほ
ん
た
う
に
関
口
一
家
は
親
切
な
温
和
な
方
々
ば
か
り
で
あ
つ
た
、
羨
ま
し
い

家
庭
で
あ
つ
た
。

御
代
田
駅
ま
で
歩
く
、
一
里
半
、
沓
掛
ま
で
汽
車
、
そ
れ
か
ら
歩
け
る
だ
け
歩
い
た
。

長
倉
山
の
頂
上
、
見
晴
台
の
見
晴
ら
し
は
す
ば
ら
し
か
つ
た
、
山
ま
た
山
で
あ
る
、
浅
間
は
近
く
明
る
く
、

白
馬
は
遠
く
白
く
眺
め
て
来
た
が
、
こ
ゝ
で
は
高
い
山
低
い
山
、
鋭
い
山
丸
い
山
が
層
々
と
し
て
重
な
つ

て
ゐ
る
、
軽
井
沢
の
一
望
も
近
代
的
風
光
た
る
を
失
は
な
い
。

別
荘
散
在
、
赤
い
の
や
青
い
の
や
、
日
本
風
な
の
や
西
洋
流
な
の
や
。

か
つ
こ
う
、
う
ぐ
ひ
す
、
か
ら
ま
つ
、
み
づ
お
と
、
そ
し
て
ほ
と
ゝ
ぎ
す
が
を
り
〳
〵
啼
く
、
千
ヶ
滝
の

水
も
お
い
し
か
つ
た
。
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行
人
稀
で
、
時
々
自
働
車
。

峯
の
茶
屋
で
昼
飯
、
こ
ゝ
を
中
心
に
し
て
自
働
車
専
用
道
路
が
あ
る
、
私
設
の
有
料
で
あ
る
。

こ
ゝ
か
ら
す
ぐ
国
界
県
界
、
道
は
何
だ
か
荒
涼
た
る
六
里
ヶ
原
を
横
ぎ
る
。

浅
間
村
牧
場
、
北
軽
井
沢
駅
。

白
樺
が
多
い
、
歯
朶
の
芽
が
興
を
引
く
、
所
有
建
札
が
眼
に
障
る
。

養
狐
場
が
所
々
に
あ
る
、
銀
狐
を
生
育
さ
す
の
で
あ
る
、
狐
の
食
料
は
人
間
よ
り
も
贅
沢
で
月
二
十
円
位

は
か
ゝ
る
さ
う
な
、
そ
し
て
一
ヶ
年
の
後
に
は
毒
殺
さ
れ
て
毛
皮
は
数
百
金
に
売
れ
る
と
い
ふ
、
資
金
を

要
す
る
商
売
で
あ
る
が
、
な
か
〳
〵
儲
か
る
さ
う
な
。

 

吾  

妻 

ア
ガ
ツ
マ

駅
か
ら
電
車
で
草
津
へ
、
五
里
七
十
四
銭
は
高
い
や
う
で
あ
る
が
、
登
り
登
る
の
だ
か
ら
成
程
と

思
ふ
、
駅
で
巡
査
さ
ん
駅
長
さ
ん
と
雑
談
す
る
、
共
に
好
人
物
だ
つ
た
。

殺
風
景
な
山
や
家
が
つ
ゞ
い
て
ゐ
た
が
、 
嬬  
恋 
ツ
マ
ゴ
ヒ

三
原
あ
た
り
の
眺
め
は
よ
か
つ
た
。

浅
間
高
原
の
空
気
を
満
喫
し
た
。

高
く
来
て
肌
寒
い
。

六
時
頃
や
つ
と
草
津
着
、
や
う
や
く
富
山
館
と
い
ふ
宿
を
た
づ
ね
あ
て
た
、
泊
銭
七
十
銭
、
湯
銭
十
二
銭
。

同
宿
は
病
遍
路
、
お
と
な
し
い
老
人
、
草
津
と
い
ふ
と
こ
ろ
は
何
と
な
く
う
る
さ
い
、
街
も
湯
も
き
た
な
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ら
し
い
、
よ
い
と
こ
で
も
な
さ
さ
う
だ
、
お
湯
の
中
に
は
ど
ん
な
花
が
咲
く
か
解
つ
た
も
の
ぢ
や
な
い
！

熱
い
湯
に
は
い
つ
て
二
三
杯
ひ
つ
か
け
て
、
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
を
食
べ
て
（
こ
れ
が
宿
の
夕
食
だ
、
変
な
宿

だ
）
ぐ
つ
す
り
寝
た
。

夢
は
何
？
…
…
…
…

　
五
月
廿
二
日
　
晴
、
曇
る
。

朝
湯
は
ほ
ん
た
う
に
よ
ろ
し
い
な
、
朝
は
共
同
湯
も
き
れ
い
だ
つ
た
。

宿
の
主
人
は
石
工
、
こ
つ
こ
つ
こ
つ
こ
つ
、
で
も
お
ち
つ
い
て
し
づ
か
だ
。

病
遍
路
さ
ん
は
腎
臓
脚
気
で
よ
ろ
〳
〵
し
て
軽
井
沢
　
　
の
方
へ
出
て
行
つ
た
。
…
…

今
日
一
日
は
休
養
す
る
こ
と
に
し
て
、
ノ
ン
キ
に
そ
こ
ら
を
歩
く
。

湯
ノ
沢
と
い
ふ
場
所
へ
行
つ
た
、
そ
こ
は
業
病
人
が
う
よ
〳
〵
し
て
ゐ
る
、
す
ま
な
い
け
れ
ど
、
嫌
な
気

持
に
な
つ
て
、
す
ぐ
引
き
返
し
た
、
か
う
い
ふ
場
所
で
か
う
い
ふ
人
々
に
心
か
ら
接
触
し
て
ゐ
る
宣
教
師

諸
君
に
は
頭
が
さ
が
る
、
ほ
ん
た
う
に
。

白
根
神
社
参
拝
、
古
風
で
、
派
手
で
な
い
の
が
う
れ
し
い
。
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草
津
気
分
　
　
湯
町
情
調
。

　
何
だ
か
う
る
さ
い
と
思
つ
た
が
、
一
日
二
日
滞
在
し
て
ゐ
る
う
ち
に
何
と
な
く
好
き
に
な
る
か
ら
妙
、

　
し
か
し
何
と
な
く
き
た
な
い
。

　
湯
が
あ
ふ
れ
て
川
と
な
つ
て
流
れ
て
ゆ
く
、
浪
費
の
快
感
が
な
い
で
も
な
い
。

　
山
の
水
を
縦
横
に
引
い
て
、
山
の
水
は
つ
め
た
く
て
う
ま
い
。

　
湯
の
花
、
そ
し
て
草﹅
津﹅
味﹅
噌﹅
。

　
○
ロ
ク
ロ
く
る
〳
〵
椀
が
出
来
る
盆
が
出
来
る
。
…
…

　
昼
も
レ
コ
ー
ド
が
う
た
ひ
、
三
味
線
が
鳴
る
の
は
、
さ
す
が
に
草
津
。

　
し
か
し
草
津
シ
ー
ズ
ン
は
こ
れ
か
ら
だ
、
揉
湯
、
時
間
湯
の
光
景
は
め
づ
ら
し
く
お
も
し
ろ
い
、
そ
し

　
て
か
な
し
い
。

　
草
津
よ
い
と
こ
か
よ
く
な
い
と
こ
か
、
乞
食
坊
主
の
私
に
は
解
ら
ん
、
お
湯
の
中
に
花
が
咲
く
か
ど
う

　
か
、
凡
そ
縁
遠
い
も
の
で
す
。

午
后
、
宿
の
お
か
み
さ
ん
に
案
内
さ
れ
て
、
し
づ
か
な
き
れ
い
な
な﹅
ぎ﹅
の﹅
湯﹅
と
い
ふ
の
へ
ゆ
く
、
な
る
ほ

ど
不
便
な
だ
け
し
づ
か
で
、
紙
ぎ
れ
や
綿
き
れ
が
ち
ら
ば
つ
て
ゐ
な
い
、
し
か
し
こ
ゝ
も
や
つ
ぱ
り
特
有

の
男﹅
女﹅
混﹅
浴﹅
だ
、
男
一
人
（
私
に
）
女
五
人
（
二
人
は
ダ
ル
マ
、
二
人
は
田
舎
娘
、
一
人
は
宿
の
お
か
み
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さ
ん
だ
）
、
ぶ
く
〳
〵
下
か
ら
湧
く
、
透
き
通
つ
て
底
の
石
が
見
え
る
。

皈
途
、
一
杯
ま
た
一
杯
、
酔
つ
ぱ
ら
つ
て
、
お
し
や
べ
り
、
　
　
そ
れ
も
よ
か
ら
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

！　
　
ぼ
ろ
〳
〵

　
　
　
ど
ろ
〳
〵

　
五
月
廿
三
日
　
雨
、
霽
れ
て
曇
。

滞
在
、
昨
夜
の
今
朝
で
身
心
お
だ
や
か
で
な
い
。

一
切
万
事
落
々
漠
々
。

私
は
何
故
時
々
泥
酔
す
る
の
か
、
泥
酔
し
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
い
の
か
。
　
　

私﹅
は﹅
ほ﹅
ん﹅
た﹅
う﹅
に﹅
お﹅
ち﹅
つ﹅
い﹅
て﹅
ゐ﹅
な﹅
い﹅
、
い
つ
も
内
面
で
は
動
揺
し
て
ゐ
る
、
　
　
そ
れ
も
そ
の
源
因
で

は
あ
る
が
、
私
は
自﹅
己﹅
忘﹅
却﹅
を
敢
て
し
な
け
れ
ば
堪
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
、
か
な
し
い
か
な
。

私
は
ま
だ
自﹅
己﹅
脱﹅
却﹅
に
達
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
、
泥
酔
は
自
己
を
忘
れ
さ
せ
て
は
く
れ
る
が
、
自
己
を

超
越
さ
せ
て
は
く
れ
な
い
。
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生
死
を
生
死
す
れ
ば
生
死
な
し
。

　
　
煩
悩
を
煩
悩
せ
ず
ば
煩
悩
な
し
。

　
五
月
廿
四
日
　
雨
。

昨
夜
の
風
雨
は
高
原
ら
し
い
風
雨
で
あ
つ
た
、
雷
鳴
急
雨
、
そ
れ
は
私
の
荒
み
つ
ゝ
あ
る
身
心
を
鞭
つ
た
。

今
日
も
詮
方
な
し
に
滞
在
す
る
、
私
の
や
う
な
も
の
で
も
、
そ
れ
は
時
間
と
旅
費
と
の
浪
費
に
過
ぎ
な
か

つ
た
。

よ
く
降
る
、
よ
く
寝
る
、
よ
く
食
べ
る
、
よ
く
飲
め
る
、
よ
く
考
へ
る
。
…
…

　
　
　
　
　
（
草
津
雑
詠
）

　
　
　
も
め
や
う
た
へ
や
湯
け
む
り
湯
け
む
り

　
　
　
ふ
い
て
あ
ふ
れ
て
湯
烟
の
青
さ
澄
む

　
揉
湯
　
　
時
間
湯
。

　
五
月
廿
五
日
　
行
程
四
里
（
上
り
三
里
、
下
り
一
里
）
。
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か
ら
り
と
晴
れ
て
ま
さ
に
日
本
晴
、
身
心
あ
ら
た
に
出
立
す
る
、
万
座
温
泉
ま
で
四
里
に
は
近
い
の
だ
が
、

七
時
半
か
ら
三
時
ま
で
か
ゝ
つ
た
、
ず
ゐ
ぶ
ん
難
か
し
い
山
路
だ
つ
た
。

草
津
の
街
を
出
は
づ
れ
る
と
落
葉
松
林
、
そ
れ
か
ら
落
葉
松
山
、
そ
し
て
灌
木
と
熊
笹
、
頂
上
近
く
な
れ

ば
硫
黄
粘
土
と
岩
石
ば
か
り
。

白
根
山
は
噴
煙
を
ふ
き
あ
げ
て
ゐ
る
、
荒
凉
と
し
て
人
生
の
寂
寥
を
感
じ
た
。

涙
の
な
い
人
生
、
茫
漠
た
る
自
然
。

　
五
月
廿
五
日
（
続
）

ま
こ
と
に
し
づ
か
な
道
だ
つ
た
、
か
つ
こ
う
も
う
ぐ
ひ
す
も
ほ
う
じ
ろ
も
よ
く
啼
い
て
く
れ
た
が
、
雪
の

あ
る
と
こ
ろ
は
す
べ
る
し
、
解
け
た
と
こ
ろ
は
ぬ
か
つ
て
ゐ
る
し
、
は
ふ
た
り
こ
ろ
ん
だ
り
、
か
な
り
苦

し
ん
だ
。

残
雪
を
た
べ
た
り
、
見
渡
し
た
り
、
雪
解
の
水
音
を
聴
い
た
り
、
ぢ
つ
と
考
へ
こ
ん
だ
り
。

山
、
山
、
山
、
う
つ
く
し
い
山
、
好
き
な
山
、
歩
き
慣
れ
な
い
雪
の
山
路
に
は
弱
つ
た
が
、
江
畔
お
く
る
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と
こ
ろ
の
杖
で
大
い
に
助
か
つ
た
、
あ
り
が
た
し
〳
〵
。

草
津
か
ら
二
里
あ
ま
り
登
つ
て
芳
ヶ
平
、
ヒ
ユ
ツ
テ
ー
が
あ
る
、
ス
キ
ー
の
盛
ん
な
こ
と
だ
ら
う
な
ど
ゝ

思
ひ
つ
ゝ
歩
い
た
。

○
白
根
山
の
頂
上
は
何
と
も
い
へ
な
い
さ
び
し
さ
だ
つ
た
、
噴
烟
、
岩
石
（
枯
木
、
熊
笹
は
頂
上
近
く
ま

で
あ
つ
た
が
）
、
残
雪
、
太
陽
！

落
葉
松
の
老
木
は
尊
い
す
が
た
で
あ
る
。

や
う
や
く
一
里
あ
ま
り
下
る
と
、
ぷ
ん
と
谷
底
か
ら
湯
の
匂
ひ
、
温
泉
宿
ら
し
い
屋
根
が
見
え
る
、
着
い

た
の
は
三
時
だ
つ
た
、
何
と
手
間
取
つ
た
こ
と
だ
ら
う
、
そ
れ
だ
け
愉
快
だ
つ
た
。

と
り
つ
き
の
宿
　
　
日
進
館
と
い
ふ
、
私
に
は
よ
す
ぎ
る
宿
に
泊
る
、
一
泊
二
飯
で
一
円
。

す
べ
て
が
古
風
で
あ
る
こ
と
は
う
れ
し
い
、
コ
タ
ツ
、
ラ
ン
プ
、
樋
か
ら
落
ち
る
湯
（
膳
部
が
い
か
に
も

貧
弱
な
の
は
や
つ
ぱ
り
佗
し
か
つ
た
が
）
、
何
よ
り
も
熱
い
湯
の
湧
出
量
が
豊
富
な
の
は
う
れ
し
い
。

○
ぐ
ん
〳
〵
湧
き
あ
が
る
熱
湯
が
湛
へ
て
溢
れ
る
湯
け
む
り
を
見
よ
。

旅
館
は
並
ん
で
二
軒
、
離
れ
て
一
軒
、
ど
れ
も
相
当
大
き
い
、
た
ゞ
し
今
頃
は
閑
散
季
で
、
ゆ
つ
く
り
と

し
づ
か
で
あ
る
。

自
炊
式
で
あ
る
こ
と
は
よ
ろ
し
い
、
給
仕
し
て
く
れ
な
い
の
が
私
に
は
気
楽
で
よ
ろ
し
い
。
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さ
つ
そ
く
洗
濯
を
す
る
、
そ
れ
か
ら
鬚
を
剃
り
爪
を
切
る
、
さ
つ
ぱ
り
す
る
、
あ
か
る
く
な
る
。

だ
ん
〳
〵
曇
つ
て
き
た
、
と
か
く
山
国
は
雨
に
な
り
が
ち
だ
、
明
日
も
ま
た
降
る
か
も
解
ら
な
い
。

○
山﹅
国﹅
と﹅
味﹅
噌﹅
汁﹅
、
朝
も
汁
、
晩
も
汁
だ
、
汁
は
わ
る
く
な
い
が
、
そ
の
味
噌
が
臭
く
て
酸
つ
ぱ
い
と
弱

る
。

ね
む
れ
な
い
の
で
夜
ふ
け
て
ま
た
入
浴
、
誰
も
ゐ
な
い
薄
暗
い
湯
壺
に
ず
ん
ぶ
り
ひ
た
つ
て
水
音
に
心
を

澄
ま
す
、
…
…
内
湯
の
あ
り
が
た
さ
、
山
の
湯
の
あ
り
が
た
さ
で
あ
る
、
…
…
よ
く
ね
む
れ
た
。

　
万
座
よ
い
と
こ
、
水
が
あ
ふ
れ
て
湯
が
あ
ふ
れ
て
。

　
昔
風
で
、
行
き
届
か
な
い
や
う
な
、
気
の
き
か
な
い
や
う
な
昔
ぶ
り
が
う
れ
し
い
。

　
遠
慮
の
な
い
、
見
得
を
張
ら
な
い
で
済
む
気
安
さ
。

　
の
ん
び
り
と
く
つ
ろ
げ
る
。

　
苦
湯
ニ
ガ
ユ
へ
下
つ
て
一
浴
び
し
な
か
つ
た
こ
と
は
惜
し
か
つ
た
、
そ
の
豊
富
な
素
朴
な
孤
独
味
を
知
ら
な
か

　
つ
た
（
長
野
で
北
光
君
に
教
へ
ら
れ
て
残
念
が
つ
た
）
。

　
草
津
は
金
持
と
患
者
と
が
入
湯
す
る
と
こ
ろ
だ
ら
う
、
万
座
は
し
づ
か
に
体
を
養
ひ
気
を
吐
く
と
こ
ろ

　
で
あ
る
、
プ
ロ
で
も
ブ
ル
で
も
。

　
古
来
か
ら
の
有
名
さ
と
交
通
の
便
利
さ
と
が
草
津
を
享
楽
郷
と
し
、
ま
た
療
養
地
と
し
た
、
た
し
か
に
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草
津
の
湯
は
効
く
、
浴
し
て
ゐ
る
と
い
か
に
も
効
く
や
う
に
感
じ
る
。

　
万
座
は
交
通
の
不
便
で
助
か
つ
て
ゐ
る
、
草
鞋
穿
き
で
杖
を
つ
か
な
け
れ
ば
登
つ
て
行
け
な
い
と
こ
ろ

　
に
万
座
の
よ
さ
の
一
つ
が
あ
る
。

　
こ
ん
〳
〵
と
湧
い
て
な
み
〳
〵
と
湛
へ
て
そ
し
て
ど
し
〳
〵
溢
れ
る
温
泉
の
あ
た
ゝ
か
さ
。

　
こ
の
湯
宿
は
案
外
田
舎
式
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
よ
い
と
こ
ろ
好
も
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
、
ヘ
マ
な
サ
ー

　
ビ
ス
ぶ
り
に
も
か
へ
つ
て
愛
嬌
が
あ
る
。

　
朝
の
膳
に
川
魚
の
カ
ツ
レ
ツ
が
載
せ
て
あ
る
、
ち
よ
う
ど
草
津
の
宿
で
、
夕
飯
と
し
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

　
を
ど
つ
さ
り
出
さ
れ
た
や
う
な
も
の
だ
、
お
か
し
く
も
あ
り
、
い
や
で
も
あ
り
、
珍
妙
々
々
。

　
私
が
温
泉
を
好
む
の
は
、
い
は
ゆ
る
湯
治
の
た
め
で
も
な
く
遊
興
の
た
め
で
も
な
い
、
あ
ふ
れ
る
熱
い

　
湯
に
浸
つ
て
、
手
足
を
の
び
〳
〵
と
伸
ば
し
て
、
と
う
ぜ
ん
た
る
気
分
に
な
り
た
い
か
ら
で
あ
る
。

　
豊
富
な
熱
湯
、
閑
静
な
空
気
が
何
よ
り
だ
。

　　
　
　
　
　
　
　
（
山
を
う
た
ふ
）
　
　

　
　
・
春
の
鳥
と
ん
で
き
て
と
ん
で
い
つ
た
（
白
根
越
へ
）

　
　
・
ひ
と
り
で
越
え
る
残
雪
を
た
べ
て
は
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・
山
ふ
と
こ
ろ
咲
い
て
ゐ
る
花
は
白
く
て

　
　
・
杖
よ
ど
ち
ら
へ
ゆ
か
う
芽
ぶ
く
山
山

　
　
・
墓
が
一
つ
こ
ゝ
で
も
誰
か
死
ん
で
ゐ
る

　
　
・
山
路
し
め
や
か
な
馬
糞
を
ふ
む

　
　
・
残
雪
ひ
か
る
足
あ
と
を
た
ど
る

　
　
・
山
路
た
ま
〳
〵
ゆ
き
あ
へ
ば
し
た
し
い
挨
拶

　
　
・
春
の
山
の
そ
こ
こ
ゝ
け
む
り
い
た
ゞ
き
か
ら
吐
く

　
　
・
い
た
ゞ
き
の
木
は
み
ん
な
枯
れ
て
ゐ
る
風

　
　
・
残
雪
の
誰
か
の
足
あ
と
が
道
し
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
（
山
を
う
た
ふ
）
　
　

　
　
・
山
は
火
を
噴
く
と
ゞ
ろ
き
の
残
雪
に
立
つ

　
　
・
す
べ
つ
て
杖
も
い
つ
し
よ
に
こ
ろ
ん
で

　
　
・
残
雪
を
ふ
ん
で
き
て
あ
ふ
れ
る
湯
の
中

　
　
・
と
つ
ぷ
り
暮
れ
て
音
た
て
て
水

　
　
　
　
　
万
座
温
泉
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・
水
音
が
ね
む
ら
せ
な
い
お
も
ひ
で
が
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ

　
　
・
更
け
て
も
う
〳
〵
と
わ
き
あ
が
る
も
の
の
し
ゞ
ま

　
　
　
　
　
万
座
峠

　
　
・
霧
の
底
に
て
啼
く
は
筒
鳥

　
　
・
山
路
な
つ
か
し
く
バ
ツ
ト
の
カ
ラ
も

　
　
・
ふ
き
の
と
う
も
咲
い
て
ほ
ほ
け
て
断
崖

　
　
・
ご
ろ
り
と
岩
が
道
の
ま
ん
な
か
に

　
　
・
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
家
が
あ
る
子
供
が
ゐ
る
犬
が
ほ
え
る
（
追
加
）

　
　
　
　
　
内
山
へ

　
　
・
霧
雨
し
く
し
く
濡
れ
る
も
よ
ろ
し
く

　
　
・
け
ふ
は
街
へ
下
る
山
は
雨

　
　
・
八
重
ざ
く
ら
う
つ
く
し
く
南
無
観
世
音
菩
薩
像

　
　
・
か
つ
こ
う
啼
い
て
霽
れ
さ
う
な
み
ど
り
し
づ
く
す
る

　
　
・
こ
ん
や
の
寝
床
は
あ
る
若
葉
あ
か
る
い
雨

　
　
・
こ
の
み
ち
が
を
な
ご
や
へ
霽
れ
さ
う
も
な
い
ぬ
か
る
み
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・
こ
ゝ
ろ
お
ち
つ
か
な
い
麦
の
穂
の
そ
よ
ぐ
や

　
　
・
つ
め
た
い
雨
が
牡
丹
に
、
牡
丹
く
づ
れ
る

　
　
・
こ
ろ
び
や
す
う
な
つ
た
か
ら
だ
が
こ
ろ
ん
だ
ま
ま
で
し
み
／
″
＼

　
　
・
明
け
る
と
か
つ
こ
う
家
ち
か
く
か
つ
こ
う

　
　
・
す
ぐ
そ
こ
で
し
た
し
や
信
濃
路
の
か
つ
こ
う

　
　
・
崖
か
ら
夢
の
よ
な
石
楠
花
で

　
　
・
ゆ
ふ
べ
啼
き
し
き
る
郭
公
を
見
た

　
　
・
観
て
ゐ
る
山
へ
落
ち
か
ゝ
る
陽
を
見
る

　
　
・
こ
れ
が
胡
桃
と
い
ふ
花
若
葉
く
も
る
空

　
　
・
ち
よ
い
ち
よ
い
富
士
が
の
ぞ
い
て
ま
つ
し
ろ

　
　
・
つ
か
れ
も
な
や
み
も
あ
つ
い
湯
に
ず
ん
ぶ
り
（
追
加
）

　
五
月
廿
六
日
　
曇
、
后
雨
。

未
明
起
き
て
す
ぐ
湯
に
は
い
る
、
朝
湯
の
快
さ
は
何
と
も
い
へ
な
い
。
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さ
す
が
に
高
原
、
肌
寒
い
、
霧
雨
が
降
つ
て
ゐ
る
、
も
こ
と
し
て
あ
た
り
が
暗
い
。

今
朝
は
し
ゆ
く
ぜ
ん
身
心
の
新
た
な
る
を
覚
え
た
、
私
は
や
う
や
く
ま
た
一
転
化
の
機
縁
が
熟
し
て
き
た

こ
と
を
感
じ
る
。

七
時
出
発
、
長
野
へ
向
ふ
、
身
も
心
も
軽
い
、
霧
雨
し
つ
と
り
、
濡
れ
よ
と
ま
ま
だ
。

万
座
川
の
水
声
、
た
ち
の
ぼ
る
湯
け
む
り
、
残
雪
の
か
ゞ
や
き
、
笹
山
う
ぐ
ひ
す
の
う
た
、
巨
木
の
す
が

た
、
小
草
の
そ
よ
ぎ
、
　
　
ゆ
つ
た
り
歩
く
。

万
座
峠
（
山
田
峠
と
も
い
ふ
県
界
）
の
頂
上
ま
で
半
里
、
そ
れ
か
ら
山
田
温
泉
ま
で
下
り
三
里
。

雪
も
残
つ
て
を
り
、
破
損
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、
し
づ
か
な
よ
い
道
、
ら
く
な
道
、
好
き
な
道
で

あ
つ
た
。

岩
か
ゞ
み
草
な
ど
が
ち
ら
ほ
ら
眼
に
つ
く
、
莟
は
ま
だ
堅
い
、
い
ろ
〳
〵
の
小
鳥
が
ほ
が
ら
か
に
さ
え
づ

つ
て
ゐ
る
、
し
づ
か
な
木
立
、
き
よ
ら
か
な
水
音
、
く
づ
れ
た
炭
焼
小
屋
、
ふ
き
の
と
う
、
わ
ら
び
、
雑

木
の
芽
、
落
葉
松
の
若
葉
は
こ
ま
や
か
に
、
白
樺
の
肌
は
白
う
か
ゞ
や
く
。

虎
杖
橋
附
近
の
眺
望
は
よ
か
つ
た
、
松
川
谿
谷
美
の
一
景
。

七
味
橋
、
そ
れ
を
渡
つ
た
と
こ
ろ
に
湯
宿
一
軒
、
七
味
温
泉
と
呼
ん
で
ゐ
る
。

さ
ら
に
ま
た
五
色
温
泉
が
あ
る
、
こ
ゝ
も
宿
屋
一
軒
、
め
づ
ら
し
い
の
は
河
原
湯
（
野
天
風
呂
）
で
あ
る
、
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だ
ん
だ
ん
里
近
く
な
る
。

雑
木
山
の
う
つ
く
し
さ
よ
、
青
葉
若
葉
の
青
さ
、
せ
ぐ
り
お
ち
る
谷
水
の
白
さ
、
山
つ
ゝ
じ
の
赤
さ
。

道
は
広
く
て
よ
い
け
れ
ど
、
山
崩
れ
が
あ
つ
て
道
普
請
が
初
ま
つ
て
ゐ
る
。

ほ
ど
な
く
山
田
温
泉
に
着
い
た
、
ま
さ
に
十
二
時
、
薬
師
堂
が
あ
つ
て
吉
野
桜
が
美
し
い
。

山
田
温
泉
場
は
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
て
、
き
れ
い
に
掃
き
清
め
ら
れ
て
ゐ
る
、
そ
こ
が
か
へ
つ
て
物
足
ら
な

い
や
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

高
井
橋
と
い
ふ
吊
橋
も
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

バ
ス
が
通
う
、
一
路
坦
々
と
し
て
す
べ
る
や
う
に
須
坂
へ
向
ふ
、
道
ば
た
に
蒲
公
英
が
咲
き
み
だ
れ
て
う

つ
く
し
い
。

子
安
橋
、
樋
沢
橋
、
千
曲
川
が
遙
か
に
光
つ
て
見
え
る
、
郭
公
が
啼
き
つ
ゞ
け
る
。

途
中
、
酒
屋
に
寄
つ
て
一
杯
ま
た
一
杯
。

須
坂
ま
で
三
里
、
さ
ら
に
西
風
間
ま
で
三
里
、
バ
ス
も
電
車
も
都
合
よ
く
な
い
の
で
歩
く
。

晴
れ
そ
う
で
あ
つ
た
が
降
つ
て
来
た
、
小
雨
だ
か
ら
濡
れ
る
ま
ま
に
濡
れ
る
。

妙
高
、
黒
姫
、
戸
穏
の
山
々
が
好
き
な
姿
を
見
せ
た
り
消
し
た
り
す
る
。

千
曲
川
を
渡
る
、
村
上
橋
は
堂
々
た
る
も
の
で
あ
る
、
も
う
長
野
は
遠
く
な
い
。
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や
う
や
く
北
光
居
を
お
と
づ
れ
る
、
す
ぐ
着
換
へ
さ
せ
て
下
さ
る
、
手
織
木
綿
ら
し
い
ぎ
こ
ち
な
さ
が
却

つ
て
温
情
と
質
実
と
を
与
へ
る
、
や
れ
〳
〵
よ
か
つ
た
〳
〵
あ
り
が
た
い
〳
〵
。

（
今
日
は
強
行
で
十
里
近
く
歩
い
た
の
で
あ
る
）

再
び
信
州
に
入
つ
て
上
野
を
ふ
り
か
へ
る
と
、
そ
こ
に
多
少
の
感
想
が
あ
る
　
　

上
洲
か
ら
信
州
へ
は
い
つ
て
く
る
と
明
る
く
な
つ
た
や
う
だ
（
白
根
か
ら
万
座
峠
を
下
つ
て
）
、
概
し
て

道
が
よ
ろ
し
い
、
道
標
が
し
ん
せ
つ
に
建
て
ゝ
あ
る
、
旅
人
は
よ
ろ
こ
ぶ
の
で
あ
る
。

　
　
青
く
明
る
く
信
濃
の
国
は
な
つ
か
し
き
か
な

秋
山
部
落
の
話
（
北
光
君
か
ら
聞
く
）

　
　
平
家
の
残
党
　
　
秋
山
美
人
　
　

　
　
（
離
れ
て
お
く
れ
て
ゐ
た
の
が
現
今
で
は
最
も
新
ら
し
い
）

　
　
　
　
東
京
へ
女
給
と
し
て
進
出
、
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
。

　
　

　
　
　
　
　
（
信
濃
か
ら
越
後
へ
）

　
　
・
こ
ゝ
か
ら
越
後
路
の
ま
ん
な
か
に
犬
が
寝
て
ゐ
る
（
関
川
に
て
）

　
　
・
ゆ
れ
て
ゐ
る
か
げ
は
何
の
若
葉
を
ふ
む
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・
飲
ん
で
食
べ
て
寝
そ
べ
れ
ば
蛙
の
合
唱
（
迂
生
居
即
事
）

　
　
・
首
だ
け
あ
る
仏
さ
ま
を
春
ふ
か
き
灯
に
（
　
　
〃
　
　
）

　
　
・
ガ
ラ
ス
戸
へ
だ
て
て
月
夜
の
花
が
白
い
（
　
　
〃
　
　
）

　
　
・
め
づ
ら
し
く
棕
梠
が
咲
い
て
ゐ
て
少
年
の
夢
（
追
憶
）

　
　
・
砂
丘
の
を
ん
な
は
を
な
ご
や
の
を
ん
な
で
佐
渡
は
見
え
な
い
（
日
本
海
岸
）

　
　
　
　
　
柏
原
に
て

　
　
・
ぐ
る
り
と
ま
は
つ
て
き
て
こ
ぼ
れ
菜
の
花
（
土
蔵
）

　
　
・
若
葉
か
ぶ
さ
る
折
か
ら
の
蛙
な
く
（
墓
所
）

　
　
・
孫
の
よ
な
子
を
抱
い
て
雪
も
消
え
た
庭
に
（
銀
汀
に
）

　
　
・
砂
丘
が
砂
丘
に
咲
い
て
ゐ
る
草
の
名
は
知
ら
な
い

　
　
・
と
か
く
言
葉
が
通
じ
に
く
い
旅
路
に
な
つ
た

　
　
・
く
も
り
お
も
た
い
空
が
海
が
憂
欝
（
日
本
海
）

　
　
・
み
ん
な
か
へ
る
家
は
あ
る
ゆ
う
べ
の
ゆ
き
き

　
　
・
な
ん
に
も
な
い
海
へ
煙
ぼ
う
ぼ
う
と
し
て
（
日
本
海
）

　
　
・
砂
山
青
白
く
誰
も
ゐ
な
い
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五
月
廿
七
日
　
雨
。

ま
だ
明
け
き
ら
な
い
床
の
中
で
話
し
す
る
、
北
光
君
は
ま
じ
め
で
そ
し
て
あ
た
ゝ
か
い
人
だ
。

よ
し
き
り
が
啼
き
つ
ゞ
け
る
、
お
前
は
ま
つ
た
く
お
し
や
べ
り
だ
ね
、
裏
店
の
お
か
み
さ
ん
の
や
う
に
。

よ
か
つ
た
、
ほ
ん
た
う
に
よ
か
つ
た
、
万
座
で
雨
に
ふ
り
こ
め
ら
れ
る
と
、
い
ら
な
い
心
配
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。

朝
酒
、
寄
せ
書
、
悪
筆
。

昼
酒
、
雑
談
、
そ
し
て
ま
た
乱
筆
。

夕
方
か
ら
長
野
銀
座
を
散
歩
す
る
、
雨
が
降
る
の
に
御
苦
労
々
々
々
、
郵
便
局
は
よ
か
つ
た
、
湯
屋
も
よ

か
つ
た
、
蕎
麦
は
む
ろ
ん
う
ま
か
つ
た
、
帰
途
、
す
べ
つ
て
こ
ろ
ん
だ
、
そ
し
て
一
句
拾
つ
た
！

夜
は
句
会
、
五
人
で
親
し
く
句
会
、
と
い
ふ
よ
り
も
座
談
会
、
そ
こ
に
は
俳
人
的
と
い
ふ
よ
り
も
人
間
的

な
あ
た
ゝ
か
さ
が
あ
つ
た
、
一
時
近
く
な
つ
て
散
会
し
た
。

降
る
、
降
る
、
ほ
ん
た
う
に
根
気
よ
く
降
り
つ
ゞ
け
る
雨
か
な
。
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五
月
廿
八
日

曇
、
も
う
霽
れ
て
も
よ
い
だ
ら
う
、
ど
う
や
ら
霽
れ
さ
う
だ
、
白
馬
連
峰
が
遠
く
白
く
か
ゞ
や
い
て
ゐ
る
。

午
前
中
は
お
と
な
し
く
執
筆
。

酒
は
や
つ
ぱ
り
う
ま
い
、
朝
酒
、
昼
酒
、
晩
酒
よ
ろ
し
い
、
今
日
は
今
日
の
風
が
ふ
く
ま
ゝ
に
、
明
日
は

明
日
の
風
が
ふ
く
だ
ら
う
、
〳
〵
と
い
つ
た
気
分
で
、
さ
よ
な
ら
〳
〵
、
あ
り
が
た
う
〳
〵
、
は
い
〳
〵
。

午
后
は
北
光
君
に
連
れ
ら
れ
て
紅
葉
城
君
を
訪
ね
る
、
一
杯
機
嫌
で
揮
毫
。

三
人
同
道
し
て
長
野
見
物
　
　

ま
づ
西
光
寺
（
刈
萱
親
子
地
蔵
尊
）
へ
詣
で
る
、
父
寂
照
坊
母
千
里
御
前
、
そ
の
ま
ん
な
か
に
道
念
坊
の

墓
が
あ
る
、
そ
れ
か
ら
美
篶
ミ
ス
ズ
橋
上
に
立
つ
、
白
根
山
四
阿
山
の
す
が
た
も
よ
ろ
し
い
。

向
う
は
川
中
島
、
そ
こ
は
千
曲
川
と
犀
川
と
が
合
流
す
る
と
こ
ろ
で
有
名
な
古
戦
場
、
前
は
杏
の
里
と
呼

ば
れ
る
部
落
、
朝
日
山
の
阿
弥
陀
堂
は
そ
の
右
手
に
見
え
る
、
さ
ら
に
裾
花
川
に
架
し
て
あ
る
相
生
橋
の

ほ
と
り
へ
行
く
、
と
て
も
巨
大
な
柳
が
あ
る
、
す
こ
し
溯
る
と
白
岩
と
い
は
れ
る
戸
隠
名
勝
裾
花
渓
最
初

の
観
光
場
所
が
あ
る
、
今
日
は
雪
解
で
水
が
濁
り
、
桜
は
散
つ
て
河
鹿
は
ま
だ
鳴
か
な
い
。

街
を
ま
つ
す
ぐ
に
い
よ
〳
〵
善
光
寺
で
あ
る
（
途
中
郵
便
局
で
Ｋ
か
ら
の
手
紙
を
受
取
つ
た
、
す
ま
な
い
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〳
〵
あ
り
が
た
い
〳
〵
）
。

長
野
の
善
光
寺
か
、
善
光
寺
の
長
野
か
と
い
は
れ
る
ほ
ど
で
あ
つ
て
、
善
光
寺
は
ま
こ
と
に
う
れ
し
い
寺

院
で
あ
る
、
お
開
帳
が
す
ん
だ
ば
か
り
で
、
ま
だ
そ
の
名
残
が
あ
る
、
八
百
屋
お
七
物
語
の
吉
三
郎
建
立

と
伝
へ
る
濡
仏
が
あ
る
、
大
勧
進
大
本
願
の
建
物
は
、
両
者
の
勢
力
争
を
示
さ
な
い
で
も
な
い
、
山
門
も

本
堂
も
が
つ
ち
り
と
し
て
荘
麗
と
い
ふ
外
は
な
い
（
何
と
鳩
、
い
や
燕
の
多
い
こ
と
よ
）
、
そ
れ
に
し
て

も
参
道
の
両
側
の
土
産
物
店
の
並
ん
で
ゐ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
品
々
の
月
並
な
こ
と
。

帰
途
紅
葉
城
君
の
御
馳
走
で
や﹅
ぶ﹅
と
い
ふ
蕎
麦
中
心
の
料
理
屋
へ
寄
つ
た
、
座
敷
も
庭
園
も
蕎
麦
も
料
理

も
悪
く
な
か
つ
た
、
私
に
は
よ
す
ぎ
る
よ
さ
だ
つ
た
、
紅
君
と
は
別
れ
て
北
君
と
二
人
で
入
浴
し
て
帰
宅

し
て
安
眠
し
た
。

　
五
月
廿
九
日
　
曇
。

逢
ふ
は
別
れ
の
は
じ
め
、
名
残
の
酒
杯
を
か
は
し
て
、
衣
更
し
て
、
い
ろ
〳
〵
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
、

ど
う
ぞ
御
大
事
に
。
…
…

長
野
駅
は
そ
れ
に
ふ
さ
は
し
い
仏﹅
閣﹅
式﹅
建﹅
物﹅
で
あ
る
、
こ
ゝ
ま
で
北
光
君
と
紅
葉
城
君
と
が
見
送
つ
て
下
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さ
つ
た
、
そ
し
て
切
符
や
ら
煙
草
や
ら
何
や
ら
か
や
ら
頂
戴
し
た
、
八
時
の
汽
車
で
柏
原
へ
。
　
　

車
中
で
遠
足
の
小
学
生
が
私
に
少
年
の
夢
を
味
は
せ
て
く
れ
た
、
山
の
み
ど
り
の
う
つ
く
し
さ
、
ま
つ
た

く
日
本
晴
の
日
本
国
だ
、
九
時
す
ぎ
て
さ
び
し
い
山
駅
柏
原
に
着
い
た
。

　
□
触﹅
処﹅
生﹅
涯﹅
、
こ
れ
が
私
の
境
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
□
省
み
て
恥
づ
か
し
く
は
な
い
か
、
私
は
あ
ま
り
に
我
が
ま
ゝ
気
ま
ゝ
で
は
な
い
か
、
ゼ
イ
タ
ク
で
は

　
　
な
い
か
、
プ
チ
ブ
ル
的
で
は
な
い
か
。
…
…
（
五
月
廿
九
日
所
感
）

活
花
の
お
師
匠
さ
ん
　
　
と
い
つ
て
も
ま
だ
若
い
　
　
北
光
君
は
語
る
　
　

盛
花
か
ら
だ
ん
〳
〵
投
入
に
な
つ
て
ゆ
く
か
ら
面
白
い
で
す
よ
。

○
白
樺
は
他
の
植
物
と
は
違
つ
て
、
表
皮
を
剥
が
れ
て
も
痛
痒
を
感
じ
な
い
　
　
生
育
上
支
障
を
来
さ
な

い
　
　
む
し
ろ
そ
れ
を
喜
ん
で
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
と
い
ふ
、
営
林
署
で
も
皮
を
剥
ぐ
こ
と
そ
の
こ
と
は

構
は
な
い
け
れ
ど
、
観
賞
上
美
観
を
妨
げ
な
い
や
う
に
路
傍
の
白
樺
だ
け
は
皮
を
剥
が
な
い
や
う
に
と
い

つ
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
（
薪
材
と
し
て
役
立
つ
よ
り
外
な
か
つ
た
白
樺
が
趣
味
的
に
色
々
使
用
さ
れ
初
め

た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
の
一
つ
）
。

○
そ
の
土
地
で
そ
の
土
地
の
人
々
に
そ
の
土
地
の
山
の
名
と
か
河
の
名
と
か
を
訊
ね
て
、
知
ら
な
い
、
知

り
ま
せ
ん
と
答
へ
ら
れ
る
と
腹
が
立
つ
、
こ
れ
は
学
校
の
先
生
が
よ
ろ
し
く
な
い
。
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○
銀
汀
君
か
ら
聞
い
た
米﹅
若﹅
の
話
。

　
彼
は
今
浪
界
第
一
の
人
気
者
だ
が
、
若
い
時
は
信
濃
川
分
水
工
事
の
土
方
だ
つ
た
さ
う
な
、
あ
ま
り
浪

　
花
節
が
う
ま
く
、
彼
が
う
た
ひ
だ
す
と
、
み
ん
な
聞
き
惚
れ
て
し
ま
つ
て
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
の
で

　
解
雇
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
だ
。

○
虹
果
君
か
ら
聞
い
た
話
。

　
北
国
で
は
よ
く
飲
む
、
冬
ご
も
り
は
毎
日
毎
夜
飲
む
さ
う
で
、
酒
で
も
飲
ま
な
け
れ
ば
や
り
き
れ
な
い

　
と
い
ふ
、
そ
ん
な
わ
け
で
、
一﹅
升﹅
飲
む
と
か
二﹅
升﹅
飲
む
と
か
い
は
な
い
で
、
二﹅
日﹅
飲
め
る
と
か
三﹅
日﹅
飲

　
め
る
と
か
い
つ
て
酒
量
を
日
数
で
あ
ら
は
す
さ
う
な
。

海
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
鯡
が
山
国
信﹅
濃﹅
化﹅
さ
れ
て
鯡﹅
昆﹅
布﹅
巻﹅
と
な
つ
て
特
殊
の
味
と
値
と
を
持
つ
た
。

　
五
月
三
十
一
日
　
雨
。

夢
の
や
う
に
雨
を
聞
い
た
が
、
や
つ
ぱ
り
降
つ
て
ゐ
る
、
昨
日
こ
ゝ
ま
で
来
て
ゐ
た
こ
と
は
（
宿
屋
で
断

ら
れ
て
汽
車
に
乗
つ
た
の
だ
つ
た
が
）
ほ
ん
た
う
に
よ
か
つ
た
、
宿
で
降
り
こ
め
ら
れ
て
旅
費
と
時
間
と

を
浪
費
す
る
こ
と
は
私
の
や
う
な
も
の
に
は
堪
へ
が
た
い
。
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早
く
眼
は
覚
め
た
け
れ
ど
家
人
の
迷
惑
を
考
へ
て
、
床
の
中
で
ぼ
ん
や
り
し
て
ゐ
る
。

二
階
の
別
室
に
閉
ぢ
籠
つ
て
身
辺
整
理
。

信
濃
川
産
の
生
鮭
は
お
い
し
か
つ
た
、
生
れ
て
初
め
て
知
つ
た
鮭
の
味
で
あ
る
。

若
葉
に
ふ
り
そ
ゝ
ぐ
雨
の
音
は
よ
い
、
隣
は
図
書
館
、
裏
は
武
徳
殿
、
あ
た
り
は
し
づ
か
で
あ
る
。

虹
果
君
来
訪
、
お
も
し
ろ
い
人
で
あ
る
。

銀
汀
君
と
仕
事
の
合
間
に
は
話
す
、
な
つ
か
し
い
人
だ
、
よ
き
パ
パ
で
あ
る
ら
し
い
。

長
岡
散
歩
、
入
浴
、
一
番
風
呂
で
気
持
が
よ
か
つ
た
。

夕
方
か
ら
句
会
場
　
　
お
と
な
り
の
仕
出
屋
　
　
へ
出
か
け
る
、
会
者
五
六
人
、
遠
慮
な
く
話
し
合
ひ
腹

一
杯
飲
み
食
ひ
す
る
、
例
に
よ
つ
て
悪
筆
の
乱
筆
を
揮
ふ
、
十
二
時
近
く
な
つ
て
散
会
、
酔
ふ
て
戻
つ
て

す
ぐ
寝
る
、
酒
よ
り
も
水
、
水
。

　
　
　
　
　
（
越
後
を
う
た
ふ
）

　
　
・
く
も
つ
て
さ
む
く
旅
の
ゆ
ふ
べ
の
あ
ま
り
し
づ
か
な

　
　
・
湯
あ
が
り
の
、
つ
つ
じ
ま
つ
か
に
咲
い
て

　
　
・
春
が
い
そ
が
し
く
狂
人
が
わ
め
く
人
だ
か
り
（
北
国
所
見
）

　
　
・
図
書
館
は
い
つ
も
ひ
つ
そ
り
と
松
の
花
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・
若
葉
し
て
銅
像
の
す
が
た
も
（
互
尊
文
庫
）

　
　
　
　
　
追
加
数
句

　
　
・
桑
畑
の
若
葉
の
む
か
う
か
ら
白
馬
連
峰

　
　
・
煙
突
に
ち
か
づ
い
て
今
日
の
太
陽

戸
隠
に
小﹅
鳥﹅
の﹅
里﹅
あ
り
、
う
れ
し
い
で
は
な
い
か
。

一
茶
翁
遺
蹟
め
ぐ
り
。

　
六
月
一
日
　
晴
。

四
時
に
は
ほ
が
ら
か
に
眼
覚
め
た
、
私
は
た
し
か
に
不﹅
死﹅
身﹅
に
ち
か
い
ら
し
い
、
そ
れ
は
幸
福
で
も
あ
り

不
幸
で
も
あ
る
や
う
だ
！

初
夏
の
朝
の
す
が
〳
〵
し
さ
よ
、
身
も
心
も
の
び
〳
〵
と
し
て
、
お
の
づ
か
ら
ほ
ゝ
ゑ
ま
し
く
な
る
。

街
の
鳩
　
　
飼
主
の
な
い
　
　
が
容
姿
に
は
不
似
合
な
声
で
啼
く
。

午
前
中
は
互
尊
文
庫
で
読
書
、
探
し
た
本
は
見
つ
か
ら
な
か
つ
た
が
。

昼
飯
は
昨
日
も
今
日
も
蕎
麦
を
い
た
ゞ
い
た
、
蕎
麦
は
う
ま
い
、
淡
々
と
し
て
無
限
の
味
。
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稲
青
君
に
案
内
さ
れ
て
悠
久
山
へ
。

夜
は
虹
果
居
へ
。

飲
め
る
だ
け
飲
ん
だ
が
。
…
…

　
六
月
二
日
　
曇
、
雨
。

出
立
、
銀
汀
、
稲
青
の
二
君
に
長
生
橋
ま
で
送
ら
れ
て
、
さ
よ
な
ら
、
さ
よ
な
ら
。

良
寛
和
尚
の
遺
蹟
め
ぐ
り
。

　
　
良
寛
墓
、
良
寛
堂
。

　
　
あ
ら
な
み
を
ま
へ
に
な
じ
ん
で
ゐ
た
仏
。

　
　
（
国
上
山
中
）

　
　
青
葉
分
け
行
く

　
　
　
　
良
寛
さ
ま
も
行
か
し
た
ろ

出
雲
崎
泊
。

108旅日記



　
六
月
三
日
　
曇
。

寺
泊
へ
、
そ
れ
か
ら
国
上
山
へ
。

　
　
　
水
は
滝
と
な
つ
て
落
ち
る
荒
波

弥
彦
神
社
。

バ
ス
で
新
潟
へ
。

　
六
月
四
日
　
五
日
　
六
日
　
七
日

新
潟
滞
在
。

砂
無
路
居
。

　
六
月
八
日

お
わ
か
れ
。
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村
上
東
町
の
詢
二
居
へ
。

　
六
月
九
日

詢
二
居
飲
会
。

　
六
月
十
日

瀬
波
温
泉
に
て
。

　
六
月
十
一
日
　
十
二
日

ぼ
う
〳
〵
ば
く
〳
〵
。

　
六
月
十
三
日
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鶴
岡
へ
、
秋
兎
死
居
。

　
六
月
十
四
日

秋
君
と
い
つ
し
よ
に
湯
田
川
温
泉
へ
。

　
六
月
十
五
日

散
歩
。

　
六
月
十
六
日
　
　
廿
二
日

酒
、
女
、
む
ち
や
く
ち
や
だ
つ
た
。

秋
君
よ
、
驚
い
て
は
い
け
な
い
、
す
ま
な
か
つ
た
、
か
う
い
ふ
人
間
と
し
て
、
許
し
て
く
れ
た
ま
へ
。
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湯
田
川
温
泉
行
。

　
六
月
廿
三
日
　
曇
。

梅
雨
ら
し
く
降
る
。

私
は
遂
に
自
己
を
失
つ
た
、
さ
う
ら
う
と
し
て
ど
こ
へ
行
く
。
　
　

抱
壺
君
に
だ
け
は
是
非
逢
ひ
た
い
、
幸
に
し
て
澄
太
君
の
温
情
が
仙
台
ま
で
の
切
符
を
買
つ
て
く
れ
た
、

十
時
半
の
汽
車
に
乗
る
。

青
い
山
、
青
い
野
、
私
は
慰
ま
な
い
、
あ
ゝ
こ
の
憂
欝
、
こ
の
苦
脳
、
　
　
く
づ
れ
ゆ
く
身
心
。

六
時
す
ぎ
て
仙
台
着
、
抱
壺
君
と
し
ん
み
り
話
す
、
予
期
し
た
よ
り
も
元
気
が
よ
い
の
が
う
れ
し
い
、
ど

ち
ら
が
果
し
て
病
人
か
！

歩
々
生
死
、
刻
々
去
来
。

あ
た
ゝ
か
な
家
庭
に
落
ち
つ
い
て
、
病
み
な
が
ら
も
平
安
を
楽
し
み
つ
ゝ
あ
る
抱
壺
君
、
生
き
て
ゐ
ら
れ

る
か
ぎ
り
生
き
て
ゐ
た
ま
へ
。
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六
月
廿
四
日
　
快
晴
。

令
弟
に
案
内
さ
れ
て
市
内
見
物
。

仙
台
は
よ
い
都
会
だ
、
品
格
の
あ
る
都
会
で
あ
る
、
市
内
で
郭
公
が
啼
き
、
河
鹿
が
鳴
く
。

広
瀬
川
、
青
葉
城
。

東
北
学
院
に
青
城
子
を
訪
ね
る
、
君
は
温
厚
な
紳
士
で
あ
る
、
寂
し
い
人
で
も
あ
る
（
そ
の
事
情
は
後
で

君
の
口
か
ら
聞
い
た
）
。

午
後
青
衣
子
君
来
訪
、
抱
壺
君
父
子
と
共
に
会
飲
、
し
め
や
か
な
酒
で
あ
つ
た
。

　
六
月
廿
五
日
　
曇
。

握
飯
と
傘
と
を
持
つ
て
、
そ
し
て
切
符
ま
で
も
買
つ
て
貰
つ
て
、
松
島
遊
覧
の
電
車
に
乗
り
込
む
。

塩
釜
神
社
参
拝
、
境
内
神
さ
び
て
、
お
の
づ
か
ら
頭
が
さ
が
る
、
多
羅
葉
樹
の
姿
、
松
島
遊
園
、
　
　
あ

ま
り
に
遊
園
化
し
て
ゐ
る
、
う
る
さ
い
と
思
ふ
。

瑞
巌
寺
（
雲
居
禅
師
の
無
相
窟
）
。
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五
大
堂
、
福
浦
島
。

松
島
は
雨
の
夜
月
の
夜
逍
遙
す
る
景
勝
で
あ
ら
う
。

三
時
の
電
車
で
石
巻
へ
、
露
江
居
に
お
ち
つ
く
、
お
嬢
さ
ん
が
人
な
つ
こ
く
て
う
れ
し
い
。

入
浴
、
微
酔
、
お
な
じ
道
を
た
ど
る
も
の
の
あ
り
が
た
さ
。

寝
る
こ
と
〳
〵
忘
れ
る
こ
と
〳
〵
。

　
六
月
廿
六
日
　
雨
。

早
い
朝
湯
に
は
い
つ
て
か
ら
日
和
山
の
展
望
を
た
の
し
む
、
美
し
い
港
風
景
で
あ
る
、
芭
蕉
句
碑
も
あ
つ

た
。

十
時
出
発
、
汽
車
で
平
泉
へ
、
沿
道
の
眺
望
は
よ
か
つ
た
、
旭
山
…
…
一
関
。
…
…

平
泉
。
　
　

　
毛
越
寺
旧
蹟
、
ま
こ
と
に
滅
び
る
も
の
は
美
し
い
！

　
　
中
尊
寺
、
金
色
堂
。

　
　
あ
ま
り
に
現
代
色
が
光
つ
て
ゐ
る
！
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何
だ
か
不
快
を
感
じ
て
、
平
泉
を
後
に
匆
々
汽
車
に
乗
つ
た
。

九
時
仙
台
着
、
や
う
や
く
青
衣
子
居
を
探
し
あ
て
ゝ
厄
介
に
な
る
。

青
衣
子
君
の
苦
脳
と
平
静
と
は
尊
く
も
悲
し
い
、
省
み
て
私
は
私
を
恥
ぢ
た
。

　
六
月
廿
七
日
　
晴
。

　
　
妙
な
夢
を
見
た
。

青
衣
子
が
方
々
を
案
内
し
て
下
さ
る
、
し
づ
か
な
日
だ
つ
た
。

政
岡
の
墓
、
伽
羅
樹
一
も
と
。

躑
躅
ヶ
岡
、
枝
垂
桜
の
老
木
並
木
。

乳
房
の
木
、
萩
。

宮
城
野
を
よ
こ
ぎ
る
、
蝶
々
。

Ｓ
さ
ん
か
ら
芳
醇
一
壜
頂
戴
。

夕
方
、
Ｋ
君
わ
ざ
〳
〵
来
訪
。

熱
い
湯
か
ら
あ
が
つ
て
う
ま
い
酒
を
よ
ば
れ
る
。
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主
人
心
づ
く
し
の
鯉
の
手
料
理
！

手
紙
二
つ
書
く
、
　
　
澄
太
君
へ
、
緑
平
老
へ
、
　
　
こ
れ
は
悲
し
い
手
紙
だ
、
私
の
全
心
全
身
を
ぶ
ち

ま
け
た
手
紙
だ
（
或
は
遺
書
と
い
つ
て
も
よ
か
ら
う
！
）
、
懺
悔
告
白
だ
。

良
寛
遺
墨
を
鑑
賞
す
る
、
羨
ま
し
い
、
そ
し
て
達
し
が
た
い
境
地
の
芸
術
で
あ
る
。

多
々
楼
君
、
都
影
君
、
江
畔
老
、
緑
平
老
、
…
…
感
謝
々
々
。

　
六
月
廿
九
日
　
曇
。

沈
静
、
い
よ
〳
〵
帰
る
こ
と
に
す
る
、
ど
こ
へ
。

と
に
か
く
小
郡
ま
で
、
そ
こ
に
は
さ
び
し
い
け
れ
ど
や
す
ら
か
な
寝
床
が
あ
る
。
…
…

七
時
、
さ
よ
な
ら
、
あ
り
が
た
う
、
ご
き
げ
ん
よ
う
、
青
衣
子
よ
、
坊
ち
や
ん
よ
。

十
時
の
汽
車
で
逆
戻
り
、
二
時
、
鳴
子
下
車
、
多
賀
の
湯
と
い
ふ
湯
宿
に
泊
る
、
質
実
な
の
が
何
よ
り
う

れ
し
い
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
帰
家
穏
座
の
心
で
あ
り
た
い
。

ど
し
や
降
り
に
な
つ
て
旅
愁
し
き
り
。
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六
月
三
十
日
　
雨
　
　
曇
。

眼
さ
め
る
と
す
ぐ
熱
い
熱
い
湯
の
中
へ
、
そ
れ
か
ら
酒
、
酒
、
そ
し
て
女
、
女
だ
つ
た
。

普
通
の
湯
治
客
に
は
何
で
も
な
い
ほ
ど
の
酒
と
女
と
が
私
を
痛
ま
し
い
も
の
に
す
る
。

　
七
月
一
日
　
晴
。

身
心
頽
廃
。

四
時
出
立
、
酒
田
泊
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
生
き
て
ゐ
ら
れ
な
い
の
だ
、
む
り
に
ア
ル
コ
ー
ル
な
し
に
な
れ
ば
狂
ひ
さ
う
に

な
る
の
だ
。
…
…

　
七
月
二
日
　
曇
。
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天
地
暗
く
私
も
暗
い
。

十
時
の
汽
車
で
南
へ
南
へ
。
　
　

雨
、
風
、
時
化
日
和
と
な
つ
た
。

夜
一
時
福
井
着
、
駅
で
夜
の
明
け
る
の
を
待
つ
。

明
け
て
か
ら
歩
い
て
、
永
平
寺
へ
、
途
中
引
返
し
て
市
中
彷
徨
。

　
七
月
三
日
　
曇
。

ぼ
つ
り
〳
〵
歩
い
て
ま
た
永
平
寺
へ
、
労
れ
て
歩
け
な
く
な
つ
て
、
途
中
野
宿
す
る
、
何
と
も
い
へ
な
い

孤
独
の
哀
感
だ
つ
た
。

　
七
月
四
日
　
晴
。

ど
う
や
ら
梅
雨
空
も
霽
れ
る
ら
し
く
、
私
も
何
と
な
く
開
け
て
き
た
。

野
宿
の
つ
か
れ
、
無
一
文
の
は
か
な
さ
。
…
…
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二
里
は
田
圃
道
、
二
里
は
山
道
、
や
う
や
く
に
し
て
永
平
寺
門
前
に
着
い
た
。

事
情
を
話
し
て
参
籠
　
　
と
い
つ
て
も
あ
た
り
ま
へ
の
宿
泊
　
　
さ
せ
て
い
た
ゞ
く
。

永
平
寺
も
俗
化
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
、
他
の
本
山
に
比
べ
る
と
ま
だ
〳
〵
よ
い
方
で
あ
る
。

山
が
よ
ろ
し
い
、
水
が
よ
ろ
し
い
、
伽
藍
が
よ
ろ
し
い
、
僧
侶
の
起
居
が
よ
ろ
し
い
。

し
づ
か
で
、
お
ご
そ
か
で
、
あ
り
が
た
い
。

久
し
ぶ
り
に
安
眠
。

　
七
月
五
日
　
永
平
寺
に
て
。

早
朝
、
勤
行
随
喜
。

終
日
独
坐
、
無
言
、
反
省
、
自
責
。

酒
も
煙
草
も
な
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
、
ニ
コ
チ
ン
が
な
け
れ
ば
、
な
ど
ゝ
い
ふ
も
我
儘
だ
。

山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
水
音
は
た
え
な
い
。

長
い
日
で
あ
り
長
い
夜
で
あ
つ
た
が
、
う
れ
し
い
日
で
あ
れ
、
う
れ
し
い
夜
で
も
あ
つ
た
。
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七
月
六
日
　
曇
。

お
つ
と
め
が
す
ん
で
、
障
子
を
あ
け
は
な
つ
と
、
夜
明
け
の
山
の
み
ど
り
が
な
が
れ
こ
む
こ
ゝ
ろ
よ
さ
は

何
と
も
い
へ
な
い
。

道﹅
即﹅
事﹅
、
事﹅
即﹅
道﹅
。

行
住
座
臥
の
事
々
物
々
を
外
に
し
て
、
ど
こ
に
人
生
が
あ
る
か
、
道
が
あ
る
か
。

生
活
と
は
念﹅
﹅々

撓﹅
ま﹅
ざ﹅
る﹅
行﹅
で
あ
る
。

貪
ら
ざ
る
な
り
、
偽
ら
ざ
る
な
り
、
驕
ら
ざ
る
な
り
。

す
な
ほ
に
し
て
つ
ゝ
ま
し
く
、
し
づ
か
に
し
て
あ
た
ゝ
か
く
。

愛
す
る
な
り
、
敬
ふ
な
り
、
奉
る
な
り
。

雨
を
観
、
雨
を
聴
く
、
心
浄
う
し
て
体
閑
か
な
り
。

五
十
五
才
に
し
て
五
十
五
年
の
非
を
知
る
、
噫
、
生
々
死
々
去
々
来
々
転
々
ま
た
転
々
。

隠
す
こ
と
な
く
飾
る
こ
と
な
く
、
媚
び
る
こ
と
な
く
。

き
ど
ら
ず
に
、
ご
ま
か
さ
ず
に
、
こ
だ
は
ら
ず
に
。

無
理
の
な
い
生
活
、
拘
泥
し
な
い
生
活
、
滞
ら
な
い
生
活
、
悔﹅
恨﹅
の﹅
な﹅
い﹅
生﹅
活﹅
。
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お
の
づ
か
ら
流
れ
て
、
い
つ
も
流
れ
て
と
ゞ
ま
ら
な
い
生
き
方
、
水
の
や
う
な
、
雲
の
や
う
な
、
風
の
や

う
な
生
き
方
。

自
他
清
浄
、
一
切
清
浄
。

だ
ら
け
き
つ
た
身
心
が
ひ
き
し
ま
つ
て
、
本
来
の
自
分
に
た
ち
か
へ
つ
た
や
う
な
気
分
に
な
つ
た
。

古
徃
今
来
、
幾
多
の
人
間
が
私
と
お
な
じ
過
失
を
繰
り
返
し
、
お
な
じ
苦
悩
憂
悶
に
も
が
き
、
そ
し
て
お

な
じ
最﹅
後﹅
の﹅
も﹅
の﹅
に
向
つ
て
急
い
だ
で
あ
ら
う
か
。

一
切
我
今
皆
懺
悔
。

（
後
日
、
私
の
懺
悔
は
ホ
ン
モ
ノ
で
な
か
つ
た
こ
と
を
、
さ
ら
に
ま
た
懺
悔
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
で

あ
つ
た
）
夕
の
勧
行
随
喜
。

独
慎
、
自
分
で
自
分
を
欺
く
な
。

洗
へ
、
洗
へ
、
洗
ひ
落
せ
、
…
…
…
…
垢
、
よ
ご
れ
、
乞
食
根
性
、
卑
屈
、
恥
知
ら
ず
、
す
が
り
ご
ゝ
ろ
、

…
…
…
…
洗
ひ
落
せ
。

夜
が
更
け
て
沈
ん
で
も
睡
れ
な
か
つ
た
。

　
七
月
七
日
　
曇
。
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莫
妄
想
。

暁
の
鐘
の
声
が
　
　
そ
れ
は
音
で
な
く
て
、
声
で
あ
る
　
　
が
身
心
に
沁
み
と
ほ
る
。

永
平
本
山
で
は
、
ヱ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
出
来
て
も
、
ま
た
、
水
流
し
式
の
便
所
が
出
来
て
も
、
行
持
は
綿
々

密
々
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
が
曹
洞
禅
の
本
領
で
あ
る
。

黙
々
と
し
て
、
粛
々
と
し
て
、
一
切
が
調﹅
節﹅
さ﹅
れ﹅
た﹅
幸﹅
福﹅
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

野
菜
料
理
の
味
。

独﹅
り﹅
遊﹅
ぶ﹅
、
　
　
三
日
間
、
私
は
ア
ル
コ
ー
ル
な
し
に
、
ニ
コ
チ
ン
な
し
に
、
無
言
行
を
つ
ゞ
け
た
。

こ
れ
で
、
私
の
一
生
は
よ
か
れ
あ
し
か
れ
、
と
に
か
く
終
つ
た
、
と
思
ふ
。

満
心
の
恥
、
通
身
の
汗
。

流﹅
れ﹅
る﹅
ま﹅
﹅ゝ

に﹅
流﹅
れ﹅
よ﹅
う﹅
、
あ
せ
ら
ず
に
、
い
う
い
う
と
し
て
。

　
七
月
八
日
　
雨
。

朝
課
諷
経
に
随
喜
す
る
。
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新
山
頭
火
と
な
れ
。

身
心
を
正
し
く
持
し
て
生
き
よ
。

午
後
、
裸
足
で
歩
い
て
、
福
井
ま
で
出
か
け
た
、
留
置
郵
便
物
を
受
取
る
、
砂
夢
路
君
の
友
情
に
よ
つ
て
、

泊
る
こ
と
が
出
来
た
、
そ
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
飲
ん
だ
、
そ
し
て
ま
た
乱
れ
た
。
…
…

　
七
月
九
日

と
ぼ
〳
〵
と
永
平
寺
へ
戻
つ
て
来
た
。

少
し
ば
か
り
の
志
納
を
あ
げ
て
、
南
無
承
陽
大
師
、
破
戒
無
慚
の
私
は
下
山
し
た
。

夜
行
で
大
阪
へ
向
ふ
。

　
七
月
十
日
　
降
る
降
る
。

比
古
さ
ん
の
お
世
話
に
な
る
、
何
の
因
縁
あ
つ
て
、
私
は
か
う
ま
で
比
古
さ
ん
の
庇
護
を
う
け
る
の
か
。

性﹅
格﹅
破﹅
産﹅
か
、
自﹅
我﹅
分﹅
裂﹅
か
。
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七
月
十
二
日
　
十
三
日

滞
在
。

　
七
月
十
四
日

夕
方
、
安
治
川
口
か
ら
大
長
丸
に
乗
つ
て
、
ほ
つ
と
し
た
。

大
阪
よ
、
さ
よ
な
ら
、
比
古
さ
ん
、
あ
り
が
た
う
。

　
七
月
十
五
日
　
晴
。

朝
の
海
が
だ
い
ぶ
私
を
の
ん
び
り
さ
せ
た
、
朝
月
の
こ
ゝ
ろ
よ
さ
。

二
時
、
竹
原
着
、
螻
子
居
の
客
と
な
る
。

螻
子
君
夫
妻
の
温
情
は
全
心
全
身
に
し
み
こ
ん
だ
。
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私
は
い
つ
も
思
ふ
　
　

私
は
何
と
い
ふ
下
ら
な
い
人
間
だ
ら
う
、
そ
し
て
友
と
い
ふ
友
は
み
ん
な
何
と
い
ふ
あ
り
が
た
い
人
々
だ

ら
う
。

　
七
月
十
六
日
　
晴
。

滞
在
。

朝
の
散
歩
の
こ
ゝ
ろ
よ
さ
。

ご
ろ
寝
し
て
読
み
ち
ら
す
、
ま
さ
に
安
楽
国
で
あ
る
。

朝
酒
、
昼
酒
、
そ
し
て
ま
た
晩
酒
、
け
つ
か
う
、
け
つ
か
う
。

打
水
、
そ
こ
か
ら
涼
し
い
風
、
煽
風
器
の
殺
風
景
な
風
は
た
ゞ
風
と
い
ふ
だ
け
。

　
七
月
十
七
日
　
快
晴
。

ひ
と
り
ぶ
ら
〳
〵
的
場
海
岸
へ
、
そ
こ
で
今
年
最
初
の
海
水
浴
、
ノ
ン
キ
だ
ね
。
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夾
竹
桃
の
花
は
南
国
的
、
泰
山
木
の
花
は
男
性
的
。

身
辺
整
理
、
や
う
や
く
に
し
て
落
ち
つ
く
。

　
七
月
十
八
日
　
晴
。

散
歩
、
鳩
、
雀
、
月
草
。
…
…

し
ば
ら
く
に
し
て
。
…
…

午
前
一
時
発
動
汽
船
で
生
野
島
へ
渡
る
、
Ｋ
さ
ん
、
奥
さ
ん
、
お
嬢
さ
ん
、
お
嬢
さ
ん
も
久
し
く
に
、
五

人
、
風
も
よ
ろ
し
く
人
も
よ
ろ
し
く
。

無
坪
さ
ん
は
芸
術
家
だ
。

夕
潮
に
泳
ぐ
、
私
だ
け
残
つ
て
。

星
月
夜
、
や
つ
ぱ
り
さ
び
し
い
な
。

　
七
月
十
九
日
　
晴
。
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未
明
散
歩
。

山
鳩
、
水
声
、
人
語
。

鶴
岡
　
　
仙
台
。

　
　
　
　
　
秋
兎
死
君
に

　
　
　
こ
れ
が
お
わ
か
れ
の
ガ
ザ
の
花
か

　
　
　
秋
兎
死
う
た
う
て
ガ
ザ
咲
い
て
お
く
の
ほ
そ
み
ち

　
　
　
あ
ふ
た
り
わ
か
れ
た
り
さ
み
だ
る
る

　
　
　
は
て
し
な
く
さ
み
だ
る
る
空
が
み
ち
の
く

　
　
　
　
　
平
泉

　
　
　
こ
こ
ま
で
来
し
を
水
飲
ん
で
去
る

　
　
　
水
音
と
ほ
く
ち
か
く
お
の
れ
を
あ
ゆ
ま
す

　
　
　
水
底
の
雲
も
み
ち
の
く
の
空
の
さ
み
だ
れ

　
　
　
こ
ゝ
ろ
む
な
し
く
あ
ら
う
み
の
よ
せ
て
は
か
へ
す
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あ
て
も
な
い
旅
の
袂
草
こ
ん
な
に
た
ま
り

　
　
　
み
ん
な
か
へ
る
家
は
あ
る
ゆ
ふ
べ
の
ゆ
き
き

　
　
　
さ
み
だ
る
る
旅
も
を
は
り
の
足
を
洗
ふ

　
　
　
梅
雨
空
の
荒
海
の
憂
欝

　
　
　
そ
の
手
の
下
に
い
の
ち
さ
み
し
い
虫
と
し
て

　
　
　
　
　
永
平
寺

　
　
　
て
ふ
て
ふ
ひ
ら
ひ
ら
い
ら
か
を
こ
え
た

　
　
　
水
音
の
た
え
ず
し
て
御
仏
と
あ
り

　
　
　
山
の
し
づ
か
さ
へ
し
づ
か
な
る
雨

　
　
　
法
堂
あ
け
は
な
つ
あ
け
は
な
た
れ
て
ゐ
る

　
　
　
何
も
か
も
夢
の
よ
な
合
歓
の
花
さ
い
て

　
　
　
わ
か
れ
て
砂
丘
の
足
あ
と
を
ふ
む

　
　
　
島
が
島
に
天
の
川
た
か
く
船
が
船
に

　
　
　
ゆ
う
凪
の
蟹
も
そ
れ
／
″
＼
穴
を
持
つ

　
　
　
今
日
の
足
音
い
ち
は
や
く
橋
を
わ
た
り
く
る
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竹
原
　
生
野
島

　
　
　
萩
と
す
す
き
と
あ
を
〳
〵
と
し
て
十
分

　
　
　
す
ず
し
く
風
は
萩
の
若
葉
を
そ
よ
が
せ
て
そ
し
て

　
　
　
そ
よ
か
ぜ
の
草
の
葉
か
ら
て
ふ
て
ふ
う
ま
れ
て
出
た

　
　
　
　
　
無
坪
兄
に

　
　
　
手
が
顔
が
遠
ざ
か
る
白
い
点
と
な
つ
て

　
　
　
旅
も
を
は
り
の
こ
ゝ
の
涼
し
い
籐
椅
子

　
　
　
死
に
そ
こ
な
う
て
山
は
青
く
て

　
　
　
　
　
螻
子
君
に

　
　
　
朝
風
す
ず
し
く
お
も
ふ
こ
と
な
く
か
ぼ
ち
や
の
花

　
　
　
朝
の
海
の
ゆ
う
〳
〵
と
し
て
出
船
の
船

　
　
　
ヱ
ン
ヂ
ン
は
正
し
く
ま
は
り
つ
ゝ
、
朝

　
　
　
ほ
ん
に
は
だ
か
は
す
ず
し
い
ひ
と
り

　
七
月
十
九
日
（
続
）
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老
鶯
し
き
り
に
啼
く
、
島
の
平
和
。

島
も
う
る
さ
い
ね
、
人
間
の
ゐ
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
は
葛
藤
の
あ
る
と
こ
ろ
。

昼
寝
の
夢
は
ど
ん
な
で
あ
つ
た
ら
う
！

　
　
水
音
の

　
　
こ
ゝ
ろ
の
ふ
る
さ
と

　
　
波
が
し
ろ
く
く
だ
け
て
は

　
　
け
ふ
も
暮
れ
ゆ
く

待
て
ば
海
路
の
よ
か
船
が
あ
つ
た
、
紫
丸
に
乗
せ
て
も
ら
う
て
竹
原
へ
も
ど
る
こ
と
が
出
来
た
。

夕
凪
の
内
海
は
ほ
ん
に
う
つ
く
し
い
。

一
期
一
会
、
い
つ
も
、
い
つ
も
一
期
の
会
。

夜
は
螻
子
居
の
家
庭
を
う
ら
や
み
つ
ゝ
寝
て
し
ま
つ
た
。

　
七
月
廿
日
　
晴
。
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い
よ
〳
〵
皈
り
ま
す
、
随﹅
縁﹅
去﹅
来﹅
だ
。

煩
悩
、
煩
悩
、
煩
悩
即
菩
提
、
菩
提
も
な
く
な
れ
。

　
　
煩
悩
を
煩
悩
せ
ず
ば
（
い
ゝ
歌
だ
！
）

　
　
煩
悩
は
煩
悩
な
が
ら
煩
悩
は
な
し

空△

、
そ
れ
は
煩
悩
が
な
く
な
つ
た
境
地
だ
。

い
や
〳
〵
、
菩
提
に
囚
は
れ
な
い
境
地
だ
。

執
着
す
る
な
よ
！

七
時
半
の
列
車
で
出
発
、
忠
彦
君
に
送
ら
れ
て
、
お
土
産
と
し
て
、
酒
三
本
、
煙
草
一
罐
、
そ
し
て
小
郡

ま
で
の
切
符
！

ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
、
幸
福
に
、
幸
福
に
（
不
幸
が
す
ぐ
彼
を
襲
う
た
と
は
！
）
。

炎
天
か
ゞ
や
く
。

九
時
半
広
島
安
着
、
黙
壺
居
を
訪
ね
て
、
ま
た
甘
や
か
さ
れ
た
。

共
に
う
ち
連
れ
て
、
市
中
見
物
、
生
ビ
ー
ル
と
ト
ン
カ
ツ
、
等
々
等
。

旅
と
い
ふ
も
の
は
、
旅
人
の
心
は
　
　

酒
、
酒
、
酒
。
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澄
太
君
の
友
情
に
甘
え
る
。

憂
欝
、
哀
愁
、
苦
脳
は
て
な
し
。

身
辺
整
理
。

　
七
月
廿
一
日

ブ
ラ
ン
ク
、
ブ
ラ
ン
ク
、
い
つ
さ
い
が
つ
さ
い
ブ
ラ
ン
ク
で
。
　
　

　
七
月
廿
二
日

憂
欝
た
へ
が
た
し
、
気
が
狂
は
な
い
の
が
不
思
議
だ
。

夜
行
で
皈
庵
。
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大
阪
　
　
広
島

　
　
・
た
れ
も
か
へ
る
家
は
あ
る
ゆ
う
べ
の
ゆ
き
き

　
　
・
更
け
る
と
凉
し
い
月
が
ビ
ル
の
あ
い
だ
か
ら

　
　
　
　
　
遊
戯
場

　
　
　
や
る
せ
な
さ
が
毬
を
ぶ
つ
つ
け
て
ゐ
る

　
　
　
　
　
或
る
食
堂

　
　
　
食
べ
る
こ
と
の
し
ん
じ
つ
み
ん
な
食
べ
て
ゐ
る
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
山
頭
火
全
集
　
第
七
巻
」
春
陽
堂
書
店

　
　
　1987
（
昭
和62

）
年5

月25

日
第1

刷
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

入
力
：
小
林
繁
雄

校
正
：
仙
酔
ゑ
び
す

2009

年9

月4

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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